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白岡

J説 f

七

八

九

年

人

権

宣

言

研

究

序

説

。

序

言

第
一
節

i
人
権
宣
言
の
制
定
過
程

ハ
円
協
議
の
端
緒
(
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
提
案
迄
、
前
号
)

同
委
員
会
の
報
告
お
よ
び
個
人
の
宣
言
語
草
案
と
討
論
(
ム
ニ
エ
草
案
迄
、
本
号
〉

伺

確

定

案

の

準

備

同
各
条
項
別
の
討
議

第
二
節

l
人
権
宣
言
の
法
的
特
質

結

論

17S9年人権宣言研究序説

~ 

委
員
会
の
報
告
お
よ
び
個
人
の
宣
言
諸
草
案
と
討
論
。

七
月
一
一
日
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
の
草
案
は
、
ラ
リ
・
ト
-
ラ
ン
ダ
ル
伯
の
賞
賛
演
説
と
延
期
提
案
、
に
も
と
づ
い
て
、
各
部
局
に

)
 

唱

'A(
 

(二)

深

瀬

忠
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前

移
送
せ
ら
れ
、
議
会
自
体
の
討
論
は
延
期
さ
れ
た
(
口
附
M
M
Y
七
月
一
四
日
午
前
、
国
民
議
会
は
ラ
フ
ァ
イ
エ
ゲ
ト
提
案
に
つ
い
て
討
論

を
再
開
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ヅ
ト
提
案
の
い
う
よ
う
に
、
人
権
宣
言
を
憲
法
の
「
冒
頭
」
に
掲
げ
て
不
変
の
人
権
を
保
障
す
る
こ
と
が
社
会
組

論

織
の
確
定
に
先
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
べ
し
と
い
う
主
張
と
、
宣
言
は
憲
法
の
成
果
と
し
て
最
後
尾
に
付
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
に
分
れ
た
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
意
見
は
ま
と
ま
ら
ず
、
た
だ
憲
法
が
人
権
宣
言
を
含
む
べ
き
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
(
日
・

1
戸)。

な
お
同
時
に
、
憲
法
委
員
会
を
構
成
す
る
八
名
の
人
選
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
(
日
間
ト
戸
〉
)
。

同
日
の
バ
ス
テ
4

ユ
襲
撃
・
陥
落
が
、
革
命
を
決
定
づ
け
た
劃
期
的
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
議
会
が
バ
リ

人
民
の
暴
動
を
前
に
し
て
深
刻
な
衝
撃
を
受
け
た
様
子
は
、
同
日
夕
の
議
事
録
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
翌
一
五
日
、
ル
イ
一
六
世
は

白
か
ら
議
会
に
現
わ
れ
、
パ
り
お
よ
び
グ
ェ
ル
サ
イ
ユ
か
ら
彼
の
軍
隊
を
遠
ざ
け
る
こ
と
を
宣
言
し
て
議
会
と
和
解
し
(
記
出
可
お
ig)
、

さ
ら
に
一
七
日
に
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
か
ら
パ
リ
市
庁
に
や
っ
て
き
て
市
民
に
歓
呼
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
国
王
は
国
民
と
和

解
し
た
の
だ
と
い
う
当
時
の
市
民
ら
の
歓
喜
現
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
王
が
、
「
新
ら
し
い
主
権
者
」
フ
ラ
ン
ス
国
民
と
そ
の
機
関
で

あ
る
議
会
の
権
威
の
前
に
「
屈
伏
」
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
と
解
し
え
、
こ
の
パ
リ
の
革
命
は
地
方
に
む
か
つ
て
遼
原
の
火
の
よ
う
に
拡

が
る
こ
と
に
な
る
。

憲
法
委
員
会
の
仕
事
と
し
て
は
、
七
月
一
六
日
に
委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
た
て
与
広
包
弓
官
、
か
、
七
月
二

O
l
-
二
日
に
そ
の
草

案
(
さ
を
同
委
員
会
で
読
ん
で
い
る
(
組
長
取
が
古
詩
晴
京
叶
)
。
七
月
二
七
日
に
い
た
っ
て
、
議
会
に
お
い
て
、
ボ
ル
ド
ー
の
大

司
教

2
3
1
0ロ
号

cnb
が
委
員
会
の
名
に
お
い
て
報
告
を
行
な
い
(
豆
、

F
8
3
母

ω
5
E
s
r
c
i
E句
。
ロ
ロ

i

は
同
じ
く
委
員
会
の
報
告
と
し
て
全
身
分
会
議
の
静
岡
山
書
エ
に
含
ま
れ
て
い
る
憲
法
に
か
ん
す
る
事
項
を
要
約
し
て
述
べ
(
符
」
)
、
最
後
に

F
5
5
が
白
か
ら
作
成
し
た
人
権
宣
言
宗
を
読
ん
だ
(
透
。

結
局
委
員
会
案
と
し
て
一
本
に
ま
と
ま
っ
た
宣
言
草
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
委
員
会
内
部
に
お

2 北法15(1・2)



〈

s

v

p

w

y

イ
午
リ
ス
ト
リ
ペ
ロ
1

・ェ，
2
y
ス
テ
イ
テ
ユ
グ
オ
ネ
戸

(
4〕

い
て
解
消
し
え
ぬ
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
G

委
員
会
内
の
多
数
派
は
、
「
自
由
主
義
的
・
立
憲
的
勤
王
派
」
と
評
さ
れ
て

ハ
6
)

ハ
6
〕

お
り
、
ム
ニ
エ
案
は
こ
の
主
流
的
意
見
に
基
づ
く
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ェ
イ
エ
ス
案
は
、
少
数
派
の
よ
り
進
ん
だ
見
解
を

反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
会
が
積
極
的
に
、
人
権
宣
言
を
憲
法
の
官
頭

に
掲
ぐ
べ
き
だ
と
い
う
イ
ニ

γ
ヤ
チ
ヴ
を
と
っ
た
こ
と
、

お
よ
び
そ
の
報
告
・
諸
宣
言
内
容
は
1
1
1
以
下
検
討
分
析
す
る
よ
う
に

l
l実

質
上
確
定
案
の
母
胎
と
な
っ
た
と
み
て
よ
い
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
。

仁3

ラ
リ
は
、
表
面
的
に
は
、
賛
成
の
言
辞
を
述
べ
て
い
る
が
、
宣
言
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
ふ
し
が
読
め
る
。

HV当
ω
-
n
y
E
U
E
B
C
Cロ
吉
弘
『
D
E
L
o
-
-
7
0
5
2
2
ι
c
z
a
g
oニ
メ
回
目
白
B
Z
b
m
P
E
E
S
F
円

r
S
F吾、

5
8
b・2
(
4
E
n
r・
と
略
)
。

司
-
E
E
s
r
o
s
-
U
W
開口
g
o
y戸口
m
L巾片岡山
H
r
z
gロ
間
借
円
宮
g
m
n
Fロt
戸
邑
出
z
a
R
B口
宮
タ
回
R
E
p
s
-
H
U
-
-
ω
叶

(
r
z
s
r
o
s
-
と
略
)

O

K
F
・
司
・
〈
口
同
は
、
〉
R
7
2
g
H
V
R
r
s
g
S
E
a
-
F〈
口
同
の
略
。

(
2
〉

C
-
F
p
r〈
B
W
O
E
Z
T
i口問
7
5丘、

F
H
H
m
u
s
s
-司
-
Z
N
〉
-kp
区一
ω三
-
E
2
0
5
旬
。
一
主
宮
町
仏
O
F
河内山〈
D一三日
D口
町
包
口
合
号
、
R
2・
5
0町、
H
U

・ω叶lω
∞・

マ
チ
ェ
、
ね
づ
・
市
原
訳
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
、
(
上
〉
、
一

O
一一一

i
一
O
四
頁
。

(

3

)

】司U
.

回烈何

ハ
4
〉
ジ
ヤ

γ
ピ
オ

γ
.
ド
.
シ
セ
、

F
V
.ル作モ

γ
.
ト
ネ

lι
ルF
、
ヲ
リ
.
ト
♂
ラ
ブ

γ
ダ
ル
、
、
ベ
へ
ル
ガ
ス
、
ム
ニ
エ
。
附
列
凶
.
り
叩
巳
-F由伺同
Eωgロ凹巾巾タ一).戸巾匂同詰巾旨お岡三
AわUc口旨凶
Hユ片A恥v
品
叩

わ

D口由巳
E
C
Cロ門
H
m
w
z
n
Dロ凹
t
E
mロ
芯
(
同
叶
∞
也
)
・
凹
巾
回
〈
己
2
2
m巾凹百円。』
oz-
己
ら
お
司
阻
止
♂
同
町
山
mHwb-AR・

(
5
〉
当
時
は
シ
ェ

l
ス
(
巴
lp)
と
発
音
し
て
い
た
(
∞
自
昨
年
、
同
乙
∞
l】
由
)
ょ
う
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
ツ
エ
イ
ェ

1

ス
・
シ
エ
イ
エ
ス
と
書
か
れ
る
場
合

が
多
い
。
本
稿
で
は
、
シ
ヱ
イ
エ
ス
と
し
て
お
く
。

ハ
6
)

シ
エ
イ
エ
メ
、
ル

γ
ャ
プ
リ
ェ
、

F
v
l
ラ
γoun-ω
伺『田口加♂
O
同y
h
F
了
間
v
h・

(

1

)
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(2) 

シ
ェ
イ
エ
ス
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
第
三
身
分
と
は
何
か
」
の

北法15(1・3)

シ
ェ
イ
エ
ス
の
草
案
(
詰
ー
時
十
一
匹
詩
句

n
d
d
b勺
日
)
。

著
者
で
あ
り
、
革
命
前
夜
か
ら
第
三
身
分
の
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
、

六
月
一
七
日
の
国
民
議
会
の
設
立
の
主
導
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
僧



説

職
お
よ
び
若
干
の
行
政
職
を
経
験
し
た
後
議
会
人
と
な
っ
た
の
だ
が
、
ひ
ろ
く
当
時
の
文
献
を
し
よ
う
り
ょ
う
し
て
い
た
。
影
響
を
受
け

プ
イ
リ
ア

γ
オ
ン
・
ス
ピ
リ
チ
ユ
ヱ
ル

(

1

)

た
思
想
家
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
大
ま
か
に
い
っ
て
、
次
の
よ
う
な
「
思
想
的
系
譜
」
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
グ
品
川
ル

論

ト
な
い
し
カ
ル
テ
ジ
ヤ
ニ
ス
ム
か
ら
、
徹
底
し
た
理
性
主
義
と
演
緯
的
方
法
お
よ
び
歴
史
・
伝
統
に
対
す
る
蔑
視
と
未
来
・
進
歩
に
対
す

る
信
頼
を
受
け
継
ぎ

l
ー
た
め
に
「
政
治
に
つ
い
て
の
デ
カ
ル
ト
」
(
認
よ
と
も
い
わ
れ
る
1

1

、
ロ
ッ
グ
か
ら
は
ー
ー
そ
の
政
府
二

論
は
~
彼
の
枕
頭
の
書
で
あ
っ
た

l
I自
然
法
、
所
有
権
、
抵
抗
権
お
よ
び
主
権
的
権
力
の
限
界
の
概
念
等
を
学
び
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク

(
2
)
 

の
「
政
治
に
お
け
る
体
系
」
の
必
要
性
の
概
念
や
、
ヴ
オ
ル
テ
l
ル
の
旧
制
度
の
権
力
濫
用
に
対
す
る
批
判
お
よ
び
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ヅ
ト

の
個
人
権
1
(所
有
、
自
由
、
安
全
ー
ー
ー
の
思
想
等
を
学
ん
だ
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ

γ
テ
ス
キ
ュ
ー
や
ル
ソ
l
に
対
し

て
ほ
む
し
ろ
批
判
的
で
あ
り
、
前
者
の
歴
史
・
経
験
主
義
お
よ
び
貴
族
的
自
由
主
義
に
反
殺
し
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
制
度
に
は
多
く
の
共
感

ま
た
後
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
感
性
主
義
や
直
接
民
主
制
を
否
定
し
、
「
民
主
的
専
制
政
」
に
導
び
く
よ
う
な

「
一
般
意
志
」
論
に
反
対
し
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、

を
一
が
さ
な
か
っ
た
こ
と
、

シ
ェ
イ
エ
ス
は
、
こ
れ
ら
諸
説
の
た
ん
な
る
綜
合
家
で
は
な
く
、
制
憲
権
や
代
表
制
や
政
治
権
の
理
論
等
に
よ
っ

〈

3
)

て
少
な
か
ら
ぬ
程
度
に
お
い
て
独
創
的
理
論
家
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
も
ち
ろ
ん
イ
ギ
リ
ス
憲
法
思
想
と
も
慎
重
に
区
別
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
な
お
当
時
、
国
民
議
会
に
お
い
て
は
U

ミ
ラ
ボ
ー
か
ら
「
形
而
上
学
者
」
と
評
せ
ら
れ
(
白
川
戸
)
た
よ
う
に
、
実
際
的
政

治
家
な
い
し
法
律
家
と
は
思
惟
方
法
上
の
違
い
が
著
る
し
く
、
ま
た
「
中
道
左
派
」
(
日
日
目
引
日
誌
が
)
な
い
し
「
左
派
」
(
吋
泊
三
)

位
置
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ρ
コ

ネ

サ

ン

ス

ヱ

グ

ス

ポ

ジ

γ
オ
ン
・
ν

J

V

キ

彼
の
華
案
は
、
「
人
間
お
よ
び
市
民
の
権
利
の
承
認
お
よ
び
理
論
的
宣
言
」
と
い
う
表
題
お
よ
び
形
式
を
も
ち
、
相
当
長
文
の
体
系
的

叙
述
の
あ
と
に
三
二
箇
条
の
条
文
、
が
つ
い
て
い
る
。
「
人
間
お
よ
び
市
民
の
の
権
利
」
の
宣
言
と
い
う
表
題
を
か
か
げ
た
の
は
、
少
な
く

シ
ェ
イ
エ
ス
草
案
を
も
っ
て
矯
矢
と
す
る
(
一
日
十
件
州
首
一
日
y
h
m山間同列印一日一
t
h
-の
わ
ト

u
b
.
一口却)。

と
も
議
会
に
お
い
て
は
、

北法15(1・4) 4 



さ
て
ま
、
ず
草
案
が
独
自
の
形
式
を
も
つ
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
そ
の
主
要
(
前
半
)
部
分
を
占
b
る
の
は
、
厳
密
な

論
理
構
成
を
も
っ
政
治
・
法
「
哲
学
論
文
」
(
誌
の
『
)
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
以
下
に
要
約
す
れ
ば
。

、，A'，4，
 

{
 

前
文
に
あ
た
る
部
分
。
「
ブ
ラ
ソ
ス
国
民
の
代
表
者
は
、
憲
法
制
定
権
」
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
結
合
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
政
治
的

マ
ニ
ア
エ
ス
テ
ア
ン
タ
ン
ド

W

ア
γ
ユ
レ

(
4
)

憲
法
の
自
的
は
、
人
間
と
市
民
の
権
刺
を
明
示
し
、
理
解
し
、
確
保
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
」
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
承
認
を
、
憲
法
が
達
成
に
努

オ

プ

グ

エ

パ

1ρ
目
ユ
ン
ヌ
グ
ロ
ミ
ユ
ル
ガ
γ
オ
ン

-
a
m
p
チ
f
グ
・
ェ
・
リ
ラ
ネ
山
M

F

カ
す
べ
き
「
目
的
」
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
「
不
可
欠
L

で
あ
る
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
権
利
宣
言
を
、
「
実
定
的
か
つ
厳
粛
な
宣
布
に
よ
っ
て
」
承
認
し
確

定
す
る
。

以
上
に
よ
っ
て
ま
ず
、
人
間
と
市
民
の
権
利
を
あ
ら
ゆ
る
実
定
憲
法
に
優
位
す
る
も
の
と
す
る
思
想
を
読
み
う
る
と
と
も
に
、
最
後
の

一
句
に
よ
っ
て
、
役
目
が
、
権
利
宣
言
を
た
ん
な
る
政
治
的
な
教
説
と
し
て
で
な
く
、
法
的
義
務
力
を
も
っ
た
実
定
的
最
高
法
規
と
観
念
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
っ
て
よ
い
認
さ
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
各
一
項
ご
と
に
見
出
し
を
つ
け
た
(
民
詰
寄
っ
計
三
叙
述
、
か
つ
づ
く
。

同

プ

ゾ

ワ

ン

モ

ワ

イ

ヤ

ン

ナ

ヂ

ユ

1
P

ピ

ユ

「
彼
バ
人
間
)
の
欲
求
と
そ
の
手
段
」
。
人
間
は
そ
の
「
本
性
」
か
ら
い
っ
て
、
欲
求
に
服
す
る
が
、
そ
れ
を
達
成
す
る
手
段
を
も
っ
。
人
間
の
「
目
的
」

ピ
ヤ
ン
・
ネ
1
ト

戸

号

ワ

イ

ヤ

ン

・

ぺ

ル

ソ

ネ

ル

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
福
利
」
で
あ
り
、
彼
の
「
道
徳
的
お
よ
び
身
体
的
能
力
」
は
そ
れ
を
達
成
す
る
「
個
人
の
手
段
」
で
あ
る
。

ト
ヲ
ゲ
プ
イ
ユ

2

「
彼
は
い
か
に
し
て
自
然
に
対
し
手
段
を
行
使
す
る
か
」
o

彼
は
自
ら
の
「
労
働
」
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
選
び
増
太
し
完
成
す
る
と
同
時
に
、
彼
を
害
す

ア
ン
デ
ユ

λ
ト
リ
ー

る
も
の
を
避
け
、
防
止
し
、
自
然
と
斗
い
さ
え
も
す
る
。
彼
の
「
勤
労
」
に
よ
り
、
「
人
間
の
力
は
、
限
り
な
ぐ
進
歩
し
、
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
カ
を
次
第
に
ら
白

1守89年人権宣言研究序説

ら
の
欲
求
に
服
さ
せ
る
」
。

サ
ン
プ
ラ
1
.
7
N

3

「
彼
は
い
か
に
し
て
そ
の
同
胞
に
手
段
を
行
使
し
う
る
か
」
。
同
胞
と
の
寸
新
た
な
関
係
」
に
お
い
て
、
他
人
を
、
「
幸
福
の
相
互
的
な
手
段
」
と
し
て
み

オ
プ
ス
タ
ク
ル
'

れ
ぽ
、
土
地
を
平
和
裡
に
占
有
し
、
共
通
の
目
的
に
向
っ
て
安
全
に
と
も
に
進
む
。
し
か
し
、
互
に
「
障
碍
」
だ
と
み
る
な
ら
、
断
え
ず
逃
、
げ
る
か
闘
争
す
る

ヱ

タ

・

ド

・

ゲ

ー

ル

フ

オ

ル

ス

か
だ
。
だ
か
ら
人
間
の
問
に
寸
三
種
類
の
関
係
」
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
、
「
戦
争
状
態
」
か
ら
生
じ
、
「
カ
」
の
み
が
確
定
す
る
関
係
。
他
は
、

北法15(1・5)5



説

品
テ
リ
テ
・

νγ
ア
ロ
ク

「
相
互
の
利
益
」
か
ら
「
自
由
に
」
生
れ
る
関
係
。

ル
ヲ
U
V
4
Z
シ
‘
H
Z
ν

ジ

チ

ー

ム

モ

オ

ゲ

エ

I
X

「
非
正
当
な
関
係
」
と
は
、
力
に
起
源
を
有
す
る
悪
し
き
関
係
だ
。
人
間
は
、
「
人
間
の
本
性
に
由
来
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
」
を
「
ひ
と
し
く
」

6 

4 

ま

た

北法15(1・6)

論

「
同
じ
程
度
に
」
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
人
間
は
彼
の
手
段
を
処
理
す
る
権
利
を
も
ち
、
こ
の
権
利
を
い
か
な
る
他
人
も
も
た
な
い
。
欲
求
を

〈

B
V

も
っ
て
い
る
も
の
は
、
し
た
が
っ
て
手
段
を
自
由
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、
「
権
利
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
義
務
で
あ
る
」
。

5 

「
手
段
の
不
平
等
」
o

人
間
の
闘
に
手
段
に
つ
い
て
大
き
な
不
平
等
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
知
能
、
労
働
、
生
産
、
消
費
の
不
平
等
な
ど
。

し
か
し
「
権
利
の
不
平
等
は
あ
り
え
な
い
」
o

権
利
は
人
間
の
本
性
に
由
来
す
る
の
だ
か
ら
、
強
者
の
そ
れ
も
弱
者
の
そ
れ
に
等
し
く
、
こ
の
権
利
と
義
務
は

(
6
)

、

、

、

、

、

、

、

、

相
互
的
で
な
い
こ
と
は
不
可
能
だ
。
強
者
が
弱
者
を
し
つ
こ
く
の
下
に
置
く
行
為
は
決
し
て
権
利
と
な
り
え
な
い
の
に
対
し
、
弱
者
が
強
者
の
し
つ
こ
く
か
ら

解
放
さ
れ
る
行
為
は
常
に
権
利
で
あ
り
、
義
務
で
あ
る
こ
と
は
永
遠
の
真
理
だ
。

ア
ン
ガ
ー
グ
ユ
マ
ン
・

ν
ヱ
h
p

ア
ソ

y
x

6

「
正
当
な
関
係
」
。
そ
れ
は
門
真
実
の
契
約
か
ら
生
れ
る
」
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
当
な
結
合
は
、
そ
の
成
員
の
「
自
由
な
意
志
」
す
な
わ
ち

グ
才
ロ

Y
T
E
L
P

コu
J

ト

ヲ

ピ

ヤ

y

「
相
互
的
で
、
任
怠
の
自
由
な
契
約
に
も
と
づ
い
て
確
立
さ
れ
る
」
。
す
べ
て
の
人
間
は
自
ら
の
「
善
」
を
欲
す
る
の
だ
か
ら
、
約
束
を
欲
す
る
の
は
、
そ
れ
が

ア
グ
ア
y
タ
ー
グ

a

「
利
益
」
だ
と
判
断
し
た
か
ら
だ
。

「
社
会
状
態
(
に
お
い
て
)
自
然
権
を
継
承
」
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
総
合
は
「
犠
牲
で
は
な
く
利
益
」
で
あ
り
、

の
「
補
完
」
で
あ
る
。

7 

そ
の
秩
序
は
自
然
的
秩
序

8 

ユ

テ

イ

リ

テ

・

ア

リ

グ

エ

毛

ワ

イ

ヤ

y
・
パ
ル
チ
キ
ユ
リ
エ

「
社
会
的
結
合
の
目
標
」
は
、
「
成
員
の
幸
福
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
は
、
「
私
的
利
益
」
の
た
め
の
「
個
別
的
手
段
」
を
減
少
す
る
の
で
な
く
、

そ
の
道
徳
的
身
体
的
能
力
を
最
大
限
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
「
公
共
事
業
や
救
済
に
よ
る
き
わ
め
て
貴
重
な
協
カ
」
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
増
大

す
る
o

そ
れ
は
、
「
手
段
の
不
平
等
と
い
う
有
害
な
自
然
的
影
響
力
に
抗
し
て
、
権
利
の
平
等
を
保
護
す
る
」
の
だ
。

(
7〉
リ

ペ

N
テ
・

9

「
社
会
状
態
は
自
由
を
優
遇
し
増
大
す
る
」
。
自
然
状
態
に
お
い
て
も
、
社
会
状
態
に
入
っ
て
も
、
他
を
害
す
る
こ
と
は
、
自
由
と
は
ち
が
う
。
「
個
人

ア
V
タ

イ

グ

イ

ヂ

ユ

認

ル

〔

8
V

ジ

芝

、

x
・
コ
ミ
品

1

x

の
自
由
」
は
、
社
会
状
態
に
お
い
て
、
自
然
状
態
に
お
け
る
よ
り
も
、
「
よ
り
充
実
し
、
よ
り
完
全
な
」
も
の
と
な
る
。
自
由
は
、
「
共
同
の
も
の
」
お
よ
び

シ

詔

I
R
・
γ
ロ
ー
プ
ル

「
固
有
の
も
の
」
の
う
え
に
は
た
ら
く
。



プ

ロ

プ

リ

エ

テ

・

ド

・

サ

・

ペ

ル

ツ

ン

ヌ

ル

・

プ

作

ミ

エ

ド

ロ

ヲ

・

プ

リ

ミ

チ

フ

ア

タ

γ
オ

ン

ト

ヲ

ゲ

ア

イ

ユ

「
彼
の
身
体
の
所
有
」
は
、
諸
権
利
中
の
「
第
一
の
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
「
原
初
的
権
利
」
か
ら
、
「
行
動
の
所
有
」
と
「
労
働
の
そ
れ
」
が
出
て
く

プ
ロ
ア
リ
ヱ
テ
・

ν
工

作

エ

タ

ス

タ

ン

γ
オ

ン

〈

9
〉

コ

ー

ル

る
。
外
的
対
象
の
所
有
な
い
し
「
物
的
所
有
」
は
、
同
様
に
身
体
の
所
有
の
「
拡
大
」
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
身
体
の
無
意
識
的
・
意
識
的
労
働
の
効
果
と
し

て
空
気
や
水
や
果
実
は
、
わ
れ
わ
れ
の
周
有
の
実
体
に
変
形
す
る
の
だ
。
よ
り
意
志
に
依
拠
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
類
似
の
操
作
で
、
自
己
に
必
要
な
誰
に
も

ド
ロ
ヲ
・

y
-
プ
hw
ミ
エ
・
オ
キ
ユ
パ
ン

属
さ
な
い
対
象
を
労
働
に
よ
っ
て
占
取
し
、
変
化
を
加
え
、
自
己
の
用
に
供
す
る
。
そ
し
て
そ
の
対
象
は
、
「
最
初
の
占
有
者
の
権
利
L

を
も
っ
自
己
に
属
す

マ
・
デ
ロ
グ
リ
エ
テ
・
エ
グ
ス
グ
リ
ユ

γ
1
グ

コ

y
グ
ア
ン
グ
オ
ン
ヅ
子
ネ
ヲ
hw

コ
ン
セ
タ
ヲ

γ
オ
ン
・

ν
ガ
hw

る
こ
と
に
な
り
、
「
自
己
の
排
他
的
な
所
有
」
と
な
る
。
社
会
状
態
は
こ
れ
に
、
「
一
般
的
約
束
の
効
力
」
と
し
て
、
「
一
種
の
法
的
認
容
」
を
与
え
、
文
明
社

プ

ロ

プ

リ

ヱ

?

?

リ

ト

リ

プ

ル

会
に
お
け
る
言
葉
の
充
全
な
意
味
に
お
け
る
「
所
有
権
」
と
な
る
。
「
土
地
所
有
」
は
、
物
的
所
有
中
で
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
状

10 
態
は
、
個
人
的
欲
求
に
と
い
う
よ
り
よ
り
、
社
会
的
欲
求
に
関
係
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
理
論
に
は
相
違
が
あ
る
。

μ
「
自
由
の
範
囲
と
そ
の
限
界
」
。
身
体
お
よ
び
物
の
所
有
の
行
使
に
つ
い
て
少
し
も
心
配
し
な
い
で
よ
い
保
障
が
あ
る
者
が
、
自
由
で
あ
る
。
し
た
が

ν
ス

テ

ア

レ

ヮ
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
市
民
は
、
居
住
し
、
移
動
し
、
考
え
、
語
り
、
書
き
、
印
刷
し
、
出
版
し
、
労
働
し
、
生
産
し
、
保
存
し
、
輸
送
し
、
交
換
し
そ
し
て
消

費
す
る
等
の
権
利
を
も
っ
」
。
個
人
の
自
由
の
限
界
は
「
他
人
の
自
由
宏
害
寸
る
」
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
り
、
「
法
律
」
が
「
限
界
を
認
め
画
定
」
寸
る
。
「
法
律

プ
l
p
・
ト
ク
ス

の
外
で
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
す
べ
て
が
自
由
で
あ
る
」
。

12 

「
契
約
と
自
由
と
の
関
係
」
。
あ
ら
ゆ
る
約
束
は
、
各
人
が
与
え
る
も
の
よ
り
も
受
け
る
も
の
を
よ
り
好
む
と
こ
ろ
に
成
立
つ
交
換
で
あ
る
か
ら
、
自
由

同

に
つ
い
℃
阻
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
を
都
合
の
よ
い
よ
う
に
行
使
す
る
の
で
あ
る
。
自
由
の
限
界
に
移
動
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
自
ら
な
し
た
選
択
の

1789年人権宣言研究序説

品
結
果
な
の
で
あ
る
か
ら
、
自
由
は
少
し
も
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

ギ

キ

ラ

ン

テ

イ

フ

オ

ル

ス

川

U

「
、
自
由
の
担
保
」
。
権
利
を
維
持
し
法
律
を
執
行
せ
し
め
る
た
め
応
、
そ
れ
ち
を
担
保
し
う
る
「
武
カ
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
社
会
に
お
い

マ
ν
ゲ
オ
ル

て
は
、
個
人
の
自
由
は
コ
ニ
種
の
恐
れ
ね
ば
な
ら
な
い
敵
」
が
あ
る
。
最
も
危
険
が
小
さ
い
の
は
、
「
悪
意
あ
る
市
民
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
抑
圧
す
る
た
め
に

7 

は
‘
「
通
常
の
権
力
」
で
充
分
だ
。
裁
判
が
常
に
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
立
法
と
裁
判
権
の
構
成
を
改
善
す
れ
ば
、
解
決
す
る
怠
ろ
う
。
は
る

ム

オ

プ

イ

ジ

エ

か
に
恐
る
べ
き
は
、
公
権
力
を
行
使
す
る
「
職
員
の
企
て
」
で
あ
る
。
単
独
で
あ
れ
、
組
織
団
体
で
あ
れ
、
政
府
自
身
で
す
ら
、
権
利
尊
重
の
た
め
委
ね
ら
れ

伏

Y
ヌ
・
コ

y
ス
テ
イ
テ
ユ

MV-zy

た
手
段
を
庄
制
め
道
具
に
変
え
う
る
。
公
権
力
の
「
構
成
を
良
く
す
る
」
乙
左
に
よ
り
、
こ
の
極
端
な
不
幸
を
紡
ぐ
ベ
き
だ
。
最
後
は
、
自
由
は
「
外
国
の
敵
L

北法15(1・7)



穂

に
ま
7

て
攻
撃
さ
れ
う
る
。
-
だ
か
ら
軍
隊
が
必
要
だ
。
し
か
し
そ
の
性
質
は
一
国
内
治
安
の
維
持
に
必
要
な
強
制
力
と
は
「
絶
対
的
な
相
違
」
が
あ
る
。
つ
兵
士

8 

t4 

北法15(1・8)

は
法
じ
て
市
民
に
敵
対
し
て
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
。

貧者

ピ
ヤ

y
フ
エ

「
社
会
状
態
の
そ
の
他
の
利
益
」
。
市
民
は
、
個
人
の
自
由
の
完
全
な
保
護
の
ほ
か
に
社
会
結
合
に
よ
る
「
一
切
の
福
利
に
対
す
る
権
利
」
を
も
っ
。
公

ジ
ユ
ス
ト
・
ド
ロ
ヲ
・
オ
i
・

ス

ク

ー

ル

(

刊

)

ア

オ

μ
テ
ユ

l
y

の
財
産
や
事
業
に
よ
る
利
益
、
「
救
済
に
対
す
る
正
当
な
権
利
」
、
道
徳
的
・
身
体
的
育
成
の
た
め
の
公
的
教
育
等
。
国
民
的
資
産
と
繁
栄
に
応
じ
て
、
公
的
手

エ
タ
プ
リ
ス
マ
ン
，
.
ヒ
ユ
プ
リ
タ

段
小
町
一
増
大
す
べ
き
で
あ
る
。
た
の
よ
う
な
、
人
と
物
に
よ
っ
て
構
成
怠
れ
る
手
段
は
「
公
的
施
設
」
で
あ
る
が
、
人
体
と
殆
ん
ど
同
様
な
仕
方
で
、
「
意
志
す

β
能
力
」
と
「
行
動
す
、
る
そ
れ
」
を
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
憲
法
と
は
何
か
」
。
「
憲
法
と
は
、
異
っ
た
公
権
力
の
構
成
一
と
内
部
組
織
、
そ
れ
ら
の
必
要
な
関
連
お
よ
び
相
互
の
独
立
性
と
政
治
的
予
防
措
置
を
同

時
に
包
含
」
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
公
権
力
の
全
体
お
よ
び
分
立
に
関
係
」
し
て
い
る
。
国
民
と
は
、
被
治
者
の
全
体
で
あ
り
、
法
律
に
服
し
、
平
等
な
権
利
を

コ

h
y

・

ポ

リ

チ

タ

コ

ン

ス

テ

イ

テ

ユ

エ

も
っ
。
為
政
者
を
構
成
す
る
政
治
的
団
体
は
、
組
織
さ
れ
、
制
限
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
制
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

15 r
D
 

国
民
が
一
切
の
形
式
と
強
制
か
ら
自
由
に
、
こ
の
権
力
を
行
使
す
る
。
国
民
自
か
ら
で
な
く
て
も
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
召
集
さ
れ
た
代
表
者
に
そ
れ
を
委
任

「
憲
法
制
定
権
と
制
定
さ
れ
た
権
力
」
。
制
定
さ
れ
た
権
力
は
法
規
、
形
式
に
服
す
る
が
、
憲
法
制
定
権
は
所
与
の
憲
法
に
前
も
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
。

ず
る
こ
と
も
で
き
る
。

γ
グ
イ

ρ

ポ

リ

テ

イ

ク

ア

1

w

げ
「
市
民
的
権
利
と
政
治
的
権
利
」
。
両
者
の
相
違
は
、
自
然
的
・
巾
民
的
権
利
が
、
そ
の
維
持
と
発
展
の
「
た
め
に
」
社
会
が
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
権

〈

日

〉

ド

ロ

ワ

・

パ

ツ

γ
フ

ド

ロ

ヲ

・

ザ

ク

チ

ア

利
で
あ
る
の
に
対
し
、
政
治
的
権
利
は
そ
れ
に
「
よ
っ
て
」
社
会
が
形
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
権
利
で
あ
る
。
前
者
を
「
受
動
的
権
利
L
、
後
者
を
「
能
動
的
権

利
」
と
呼
ぶ
方
が
言
葉
と
し
て
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

18 

「
受
動
市
民
と
能
動
市
民
」
。
す
べ
て
の
住
民
は
受
動
市
民
の
権
利
を
亨
有
す
べ
き
だ
が
、
す
べ
て
能
動
市
民
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
婦
人
(
少
な
く

と
も
現
段
階
に
お
い
て
は
)
や
子
供
や
外
国
人
ぞ
「
公
的
施
設
の
支
持
に
な
ん
ら
貢
献
し
な
い
人
々
」
は
、
公
的
事
項
に
影
響
を
及
ぼ
す
真
の
能
動
市
民
で
は
な

(

ロ

〉

ア

ン

テ

ν

ぃ
。
政
治
的
権
利
の
平
等
は
、
基
本
的
原
別
で
あ
り
、
市
民
権
の
よ
う
に
神
聖
で
あ
る
。
不
平
等
は
「
特
権
」
を
生
み
、
特
権
は
社
会
の
目
的
で
あ
る
「
共
同

ユ
ナ

=
1
ム

の
利
益
」
に
反
す
る
不
正
な
の
で
あ
る
か
ら
。
社
会
は
「
一
つ
の
一
般
的
利
益
」
の
み
を
も
ち
う
る
の
で
あ
り
、
政
治
団
体
は
成
員
の
「
一
致
し
た
窓
士
山
」
の



ア
H

タ
ユ
ヲ
リ
テ

作
品
も
で
あ
る
が
、
そ
の
公
的
施
設
は
成
員
の
「
多
元
的
」
な
意
士
山
の
結
果
で
あ
り
、
手
段
の
選
択
に
お
い
て
多
元
的
に
な
る
。
し
た
が
っ
e

て
「
一
般
意
士
山
は
多

一
元
的
な
意
志
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
」
。

19 

uv
ノ
一
一
ム

一
切
の
公
権
力
は
一
般
意
士
山
の
派
生
物
で
あ
り
、
「
人
民
」
す
な
わ
ち
同
義
語
で
あ
る
「
国
民
」

「
一
切
の
権
力
、

一
切
の
権
威
は
人
民
に
発
す
る
」
。

か
ら
F

発
す
る
。

フ
オ

y
タ
γ
オ

ン

・

ピ

ユ

プ

リ

ク

コ

ミ

シ

オ

ン

「
一
切
の
公
的
職
務
は
、
財
産
で
は
な
く
、
委
託
で
あ
る
」
o

公
的
受
任
者
は
、
国
民
の
信
任
に
よ
っ
て
、
権
力
の
行
伎
を
委
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ド
グ
ワ
1
ρ

り
、
そ
れ
は
権
別
で
な
く
「
義
務
」
で
あ
る
。
公
務
員
は
他
の
市
民
よ
り
「
よ
り
多
く
の
義
務
」
を
も
つ
も
の
と
し
て
の
み
、
尊
敬
さ
れ
る
。

20 以
上
の
体
系
的
叙
述
の
形
式
が
、

ア
メ
ワ
カ
の
諸
州
憲
法
の
権
利
章
典
や
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
の
条
文
形
式
と
一
見
明
瞭
に
違
っ
て
い
る

同

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
、
注
目
す
べ
き
提
言
が
少
な
く
な
い
。
，
欲
求
を
満
す
た
め
の
手
段
の
自
由
な
処

理
が
権
利
で
あ
る
と
同
時
に
義
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
ハ
4
)
、
権
利
と
義
務
の
相
互
性
と
権
利
の
平
等
の
観
念
(
ぷ
8
)
、
社
会
状
態

が
個
人
の
自
由
を
犠
牲
に
し
た
り
減
少
す
る
の
で
は
な
く
補
完
・
増
進
す
る
と
し
て
極
め
て
詳
細
具
体
的
に
諸
自
由
を
挙
げ
て
い
る
こ
と

(
町
一
山
一
也
、
身
体
と
労
働
と
物
を
所
有
権
に
統
合
し
て
観
念
し
て
い
る
こ
と
(
凶
)
、
自
由
の
三
つ
の
敵
に
対
す
る
担
保
と
し
て
の
武
力

を
考
え
軍
隊
を
市
民
に
敵
対
し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
断
言
し
て
い
る
こ
と
(
日
)
、
社
会
福
祉
的
権
利
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
(
H
)
、
憲

法
制
定
権
と
制
定
さ
れ
た
権
力
の
概
念
(
凶
)
、
市
民
権
と
政
治
権
お
よ
び
受
動
市
民
と
能
動
市
民
の
区
別
、

1'.789年人権主言研究序説

一
般
意
志
に
加
え
た
微
妙
な

解
説
(吋(
-18 
¥J  

等

9 

こ
の
陳
述
に
「
付
加
さ
れ
た
」
と
も
い
う
べ
き
条
文
形
式
は
、
「
、
氷
久
の
権
利
」
が
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
よ
っ
て
「
よ
り
容
易
に
記

北法15(1・9)

憶
さ
れ
う
る
よ
う
に
」
本
質
的
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
と
い
っ
て
お
り
、
知
能
の
低
い
人
民
を
「
多
少
見
下
し
た
よ
う
な
」
調
子
が

読
め
な
い
で
は
な
い
日
誌
よ
。



説論

条

ト
ゥ
・

ν
・

ザ

ヲ

シ

エ

ウ

グ

ラ

ア

ジ

ュ

・

リ

B
プ
か

す
べ
て
の
社
会
は
、
そ
の
全
成
員
の
問
の
協
約
に
よ
る
自
由
な
作
品
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

ル
・
プ
リ
ュ
・
グ
ヲ

y

ピ
ヤ
ン
・
ド
・
ト
ク
ス

政
治
的
社
会
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
人
の
最
大
の
幸
福
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

サ
・
ペ
ル
a
y
y

ヌ

デ

ロ

プ

リ

エ

テ

す
べ
て
の
人
は
、
自
ら
の
身
体
の
唯
一
の
所
有
者
で
あ
り
、
こ
の
所
有
は
不
可
譲
で
あ
る
。

北法15(1・10)10 

条条
四
条

す
べ
て
の
人
は
、
彼
の
個
人
的
能
力
を
自
由
に
行
使
で
き
る
。
た
だ
し
他
人
の
権
利
を
害
し
な
い
こ
と
を
唯
一
の
条
件
と
す
る
。

五
条

し
た
が
っ
て
何
人
も
、
そ
の
思
想
に
つ
い
て
も
そ
の
感
情
に
つ
い
て
も
、
責
任
を
関
わ
れ
な
い
。
す
べ
て
の
人
は
、
語
り
、
ま
た
は
沈
黙
す
る
権
利

を
も
っ
。
い
か
な
る
仕
方
で
そ
の
思
想
と
感
情
を
発
表
す
る
か
に
つ
い
て
、
何
人
も
禁
、
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
各
人
は
白
か
ら
に
良
し

と
思
わ
れ
る
も
の
を
書
き
、
印
刷
し
あ
る
い
は
印
刷
せ
し
め
る
自
由
が
あ
る
。
た
だ
し
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
だ
け
は
常

ヂ

ピ

テ

に
あ
る
の
だ
が
。
要
す
る
に
す
べ
て
の
著
述
家
は
、
そ
の
著
作
を
販
売
し
ま
た
は
販
売
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
郵
便
ま
た
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
方

グ
ル
キ
ユ

ν

法
に
よ
り
、
信
用
を
濫
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
必
要
な
く
、
自
由
に
流
布
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
信
書
は
、
差
出
人
と
受
取
人
の
問
に

条

た
つ
あ
ら
ゆ
る
仲
介
者
に
対
し
て
、
神
聖
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

パ

νイ
ユ
マ

y

プ

ラ

ナ

y
タ

ユ

ス

ト

リ

ー

キ

キ

ピ

ト

ー

す
べ
て
の
市
民
は
、
等
し
く
彼
自
身
に
善
で
あ
り
有
利
と
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
労
力
、
勤
労
、
お
よ
び
資
本
を
自
由
に
使
用

P
ヲ
グ
ア
イ
ユ

で
き
る
。
市
民
は
い
か
な
る
種
類
の
労
働
も
禁
止
さ
れ
な
い
。
彼
は
好
む
も
の
を
好
む
よ
う
に
製
造
し
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
種

オ
キ
ユ
パ

γ
オ
ン

類
の
商
品
を
意
の
ま
ま
に
保
存
し
ま
た
は
輸
送
し
、
そ
れ
を
却
ま
た
小
売
り
で
売
却
で
き
る
。
市
民
の
種
々
の
職
業
に
お
い
て
、
い
か
な
る
個
人
も
、

ア
7
M
V

ア

シ

オ

ン

グ

エ

ネ

ア

y
ペ
uv
エ

い
か
な
る
団
体
も
、
彼
を
妨
害
す
る
権
利
は
な
く
、
ま
し
て
阻
止
す
る
権
利
は
な
い
。
法
律
の
み
が
、
こ
の
自
由
に
対
し
他
の
す
べ
て
の
自
由
に
対
す

る
の
と
同
様
に
、
あ
る
べ
き
境
界
を
劉
定
し
う
る
。

七
条

何
人
も
等
し
く
、
白
か
ら
良
し
と
考
え
る
時
と
仕
方
に
お
い
て
、
移
動
し
、
居
住
し
、
転
入
し
、
ま
た
は
転
出
し
、
ま
た
出
国
し
帰
国
さ
え
で
き
る

と
乙
ろ
の
、
主
人
で
あ
る
。

八
条

ピ
ヤ
ン

そ
し
℃
何
人
も
、
自
か
ら
適
当
と
判
断
す
る
よ
う
な
仕
方
で
、
彼
の
財
産
、
彼
の
所
有
物
を
処
理
し
、
支
出
を
規
律
す
る
、
主
人
で
あ
る
。

ギ
ャ
ラ
y
テ
ィ
・

7

Y
ア
ル

牛
巾
民
の
自
由
・
所
省
お
よ
び
安
全
は
、
一
切
の
侵
害
に
対
し
優
越
す
る
社
会
的
保
障
の
も
と
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ば
な
ら
な
い
。

九
条
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一O
条

フ
オ
ル
ス

し
た
が
っ
て
法
律
は
、
そ
の
命
令
の
も
と
に
、
他
人
の
権
利
を
宏
一
目
す
る
こ
と
を
企
て
る
個
々
の
市
民
の
指
令
を
抑
圧
す
る
こ
と
の
で
き
る
武
力
を
も

た
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
一
条

-Uた
が
っ
て
、
法
律
を
執
行
せ
し
め
る
任
務
を
も
っ
す
べ
て
の
人
々
、
権
威
ま
た
は
公
権
力
の
若
干
の
他
の
部
分
を
行
使
す
る
す
べ
て
の
人
々
は
、

一
一
一
条
市
民
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
無
力
な
状
態
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

プ
グ
ヲ

1
h
p
・
ミ
リ
テ

1

p

z

タ

プ

リ

セ

N
グ
イ

し
た
が
っ
て
園
内
秩
序
は
、
軍
権
力
の
危
険
な
支
援
を
求
め
る
必
要
が
少
し
も
な
い
よ
う
に
、
国
内
の
合
法
的
な
武
力
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
支
持
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

条

オ
ル
ド
ル

軍
権
力
は
、
対
外
的
政
治
的
関
係
の
次
元
に
お
い
て
の
み
、
創
設
さ
れ
、
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
行
動
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

兵
士
は
、
決
し
て
市
民
に
敵
対
し
て
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
外
敵
に
対
し
て
の
み
、
指
揮
権
を
行
使
し
う
る
。

一
四
条

す
べ
て
の
市
民
は
平
等
に
法
律
に
服
す
る
の
で
あ
っ
て
、
何
人
も
法
律
の
権
威
以
外
の
い
か
な
る
権
威
に
服
従
す
る
こ
と
も
強
制
さ
れ
な
い
。

ア

ン

テ

ν
・
コ
マ

u
J

法
律
の
目
的
は
共
同
の
利
益
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
法
律
は
、
そ
れ
が
何
者
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
と
、
ど
の
よ
う
な
特
権
も
賦
与
し
え
な

オ
リ
グ
ー
ヌ

い
。
も
し
特
権
が
設
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
原
因
が
何
で
あ
ろ
う
と
、
た
だ
ち
に
廃
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

、

、

、

、

人
間
が
手
段
す
な
わ
ち
営
や
知
能
や
カ
そ
の
他
に
お
い
て
平
等
で
は
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
が
す
べ
て
権
利
に
お
い
て
平
等
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を

五
条

一
六
条

否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
法
律
の
前
に
は
、
何
人
も
権
利
に
つ
い
て
他
人
と
同
価
値
で
あ
り
、
法
律
は
彼
ら
を
す
べ
て
差
別
な
く
保
護
す
る
。

一
七
条

何
人
も
他
人
よ
り
以
上
に
自
由
で
は
な
い
。
何
人
も
他
人
が
彼
の
所
有
に
対
し
て
も
ち
う
る
以
上
の
権
利
を
、
自
ら
の
所
有
に
対
し
て
も
つ
も
の
で

は
な
い
。
す
べ
て
の
人
は
同
等
の
保
障
と
同
等
の
安
全
を
享
有
す
べ
き
で
あ
る
。

一
八
条

北法15(1・11) 11 

一
九
条

法
律
は
市
民
を
平
等
に
義
務
づ
け
る
の
だ
か
ら
、
法
律
は
犯
人
を
平
等
に
処
罰
す
べ
き
だ
。

ア
プ

ν

セ
ー
タ
ー

ρ

ア
・
ヲ
ン
ス
タ
ン

法
律
の
名
に
お
い
て
召
換
さ
れ
ま
た
は
逮
捕
さ
れ
た
市
民
は
す
べ
て
、
た
だ
ち
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抵
抗
す
れ
ば
有
罪
と
な
る
。

プ

νグ
ユ

デ

テ

か

さ

ネ

何
人
も
、
法
律
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
た
り
、
確
定
さ
れ
た
形
式
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
に
召
換
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
投
獄
さ
れ

O 
条

る
べ
き
で
は
な
し
い
。



説論

条

北法15(1・12)12 

怒
意
的
ま
た
は
非
合
法
な
す
べ
て
の
命
令
は
無
効
で
あ
る
。
そ
の
命
令
を
要
求
し
た
人
あ
る
い
は
人
々
、
そ
れ
に
署
名
し
た
人
ま
た
は
人
々
は
有
罪

条

で
あ
お
o

そ
の
命
令
を
伝
達
し
、
執
行
し
、
ま
た
は
執
行
せ
し
め
た
人
々
は
有
罪
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
す
べ
て
罰
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

グ

イ

オ

ヲ

ン

ス

か

プ

セ

そ
の
よ
う
な
命
令
を
不
意
に
受
け
た
市
民
は
、
暴
力
に
処
す
る
む
暴
力
を
も
っ
て
拒
絶
す
る
権
利
が
あ
る
。

γ
回目

1
ズ

ず
べ
て
の
市
民
は
、
彼
の
身
体
の
た
め
に
も
彼
の
物
の
た
め
に
も
、
最
も
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
。

ヱ
タ
・
ド
・
ッ

γ
エ

テ

ア

グ

ア

ン

タ

ジ

ュ

・

コ

マ

ン

す
べ
て
の
市
民
は
、
マ
社
会
状
態
か
ら
生
じ
る
共
同
の
諸
利
益
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
。

コ
ン

γ
ト

ワ

イ

白

ヤ

ン

ア

γ
ス
タ
ン
ス

自

b
の
欲
求
を
充
た
す
た
め
に
無
力
で
あ
る
よ
う
な
す
べ
て
の
市
民
は
、
彼
の
仲
間
の
市
民
達
の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
。

エ
グ
ス
プ

vγ
オ

y
v
-ヲ
・

グ

才

ロ

ジ

テ

・

ジ

ヱ

ネ

ヲ

W

キ

ヤ

パ

ジ

デ

プ

ン

テ

レ

法
律
は
一
般
意
志
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
大
き
い
国
民
に
あ
っ
て
は
、
法
律
は
、
公
事
に
対
し
能
力
と
関
心
を
も
ヲ
す
べ
て
の
市
民
に
よ
っ
て

二
三
条

二
四
条

二
五
条条

直
接
ま
た
は
間
接
に
短
い
任
期
で
選
出
さ
れ
た
代
表
者
の
団
体
に
よ
る
作
品
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O

司
こ
れ
ら
二
つ
の
資
格
(
関
心
と
能
力
|
筆
者
註
)

ポ
グ
チ

1
グ

は
憲
法
に
よ
っ
て
実
定
的
か
つ
明
確
に
規
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

二
七
条

何
人
も
、
国
民
の
代
表
者
に
よ
っ
て
自
由
に
議
決
さ
れ
た
租
税
以
外
を
支
払
う
べ
き
で
は
な
い
。

あ
ら
ゆ
る
公
権
力
は
人
民
に
由
来
し
、
人
民
の
利
益
の
み
を
回
的
と
す
る
。

二
八
条

二
九
条

公
権
力
は
そ
の
任
務
を
充
足
し
う
る
よ
う
常
に
行
動
的
で
常
に
適
切
に
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
い
や
し
く
も
公
権
力
が
社
会
的
利
益
を
犠
牲
に
し

O 
条

て
そ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
離
反
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

プ
ロ
プ
リ
エ
テ

公
職
は
決
し
て
そ
れ
を
行
使
す
る
者
の
所
有
物
に
は
な
り
え
な
い
。
そ
の
行
使
は
権
利
で
は
な
く
義
務
で
あ
る
。

オ
フ
イ

γ
エ

・

ヒ

ユ

プ

リ

ク

プ

レ

グ

ア

リ

カ

γ
オ
ン
コ
ン
ヂ
ユ
イ
ツ
ト

公
務
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
権
力
の
行
使
に
あ
た
り
そ
の
か
い
怠
と
運
用
に
つ
き
責
任
を
負
う
。
国
王
の
み
が
こ
の
法
則
か
ら
除
外
さ
る
べ
き
で

条条

あ
る
。
彼
の
身
体
は
常
に
神
聖
で
不
可
侵
で
あ
る
。

hw
グ
ワ

T

W

ν

フ
オ
ル
メ

入
民
は
常
に
彼
の
憲
法
を
再
審
査
し
改
革
す
る
権
利
を
も
っ
。
必
要
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
正
を
行
な
う
一
定
の
時
期
を
決
め
て
お

く
の
が
良
い
こ
と
で
す
ら
あ
る
。

以
上
め
条
項
は
、
前
記
「
理
論
的
宣
言
」
の
内
容
の
要
約
だ
か
ら
、
違
っ
た
思
想
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
、
が
、
な
お
箇



一
・
二
条
に
は
、
「
出
発
点
」
と
し
て
「
個
人
の
主
権
性
」
(
吋
時
三
の
宣
言
と
も
い
う
べ
き
個

人
主
義
社
会
観
が
は
っ
き
り
出
て
お
り
、
五
条
の
沈
黙
の
権
利
の
規
定
で
は
集
団
的
熱
狂
に
対
す
る
抵
抗
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
号
炉
)
。

一
九

i
二
二
条
に
お
い
て
は
法
の
執
行
に
対
す
る
服
従
す
べ
き
原
則
と
抵
抗
し

々
の
点
で
注
目
に
値
す
る
規
定
が
あ
る
。

六
条
の
労
働
・
生
産
・
売
却
の
自
由
の
規
定
の
詳
細
さ
、

う
る
例
外
が
区
別
さ
れ
、
二
五
条
の
援
朗
に
対
す
る
権
利
の
明
記
や
、
二
六
条
が
法
律
は
一
般
意
志
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
明

記
し
た
こ
と
等
が
注
目
さ
れ
る
。

分
明
で
な
い
。
彼
の
思
想
的
素
養
か
ら
い
っ
て
も
、
草
案
の
形
式
・
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、

い
っ
た
い
以
上
の
シ
ェ
イ
エ
ス
草
案
に
、
ど
れ
程
ア
メ
リ
カ
の
例
と
り
わ
け
州
憲
法
の
権
利
宣
吉
一
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
か
、
甚
だロ

ッ
ク
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
等
の
思
想
が
、

理
論
的
に
、
デ
カ
ル
ト
の
伝
統
の
下
に
、

モ
ン
一
ア
ス
キ
ュ
ー
や
ル
ソ
ー
や
マ

l
ブ
リ
ィ

l
の
観
一
念
の
批
判
と
、
部
分

シ
ェ
イ
エ
ス
に
お
い
て
独
自
の
理
論
に
統
合
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
ま
た
、
実
際
的
に
い
っ
て
、
旧
制
度

下
の
権
力
濫
用
に
対
す
る
抗
議
と
改
革
の
要
求
、
が
、
請
願
書
(
台
数
以
枇
諸
宗
.
r
u
h
z
m
)
を
通
じ
て
、
草
案
中
に
反
映
さ
れ
た
の

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

的
摂
取
と
を
通
じ
て
、

で
は
あ
る
ま
い
か
、

イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
よ
う
に
、
こ
の
草
案
を
全
く
無
視
し
た
場
合
は
問
題
外
と
し
て
も
、
ク
レ
ェ
ヴ
ェ
コ
ル
ン
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
ラ
フ

同1789年人権宣言研究序説

γ

イ
エ
ッ
ト
草
案
の
補
完
で
あ
り
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
が
北
米
諸
州
の
宣
言
か
ら
借
り
て
き
た
人
権
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
を
足
し
た

も
の
だ
(
州
d
q
O
B
)
と
い
う
単
純
な
結
論
も
、
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ラ
フ
ァ
イ
ユ
ッ
ト
案
を
参
照
し
た
と
し
て
も
、
フ
ラ

γ
ス
的
特

質
が
よ
り
強
く
あ
ら
わ
れ
た
、
シ
ェ
イ
エ
ス
独
自
の
案
と
い
う
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

後
述
す
る
(
売
)
よ
う
に
、
こ
の
草
案
中
の
思
想
と
方
式
が
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
確
定
条
項
に
摂
取
さ
れ
た
例
が
少
な
く
な
い

(
諒
一
位
初
日
諸
説
一
抗
議
続
試
日
V5-巳
採
)
の
だ
か
ら
、
そ
の
法
思
想
の
特
質
の
正
当
な
位
置
づ
け
と
分
析
は
、
確
定
人
権
宣
言

の
解
明
の
た
め
に
も
要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

北法15(1・13)13 



説

ハ
1
〉
即
自
己
仏
・
同
y

N
∞申
lω

尽
に
殆
ん
ど
す
べ
て
依
拠
し
た
。
後
日
再
検
討
の
機
会
を
も
ち
た
い
。
な
お
、
桑
原
武
夫
編
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
研
究
、
二
四
六
頁

以
下
、
六
三

O
I六
コ
二
頁
参
照
。

(
2
〉
松
平
斉
光
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
研
究
、
二
五
二
一

1
二
五
六
、
四
一
一
一
一
一
一

1
四
三
六
、
四
六
八
頁
以
下
参
照
。

(

3

)

開・、
H，r
o
g司
凹

D
P
】

U
C同

)
c
-
R
m
G〈
mR-間
口
々

ω
ロハ
-
p
o
司
円
。
口
口

r
n
o口
ω門
戸

Z
巾
口
同
〉
ωω
作
目
立
可

H吋
∞
∞
|
坦
ゲ

H甲
山

N
w
℃

-E-

ロ

ワ

ナ

チ

ユ

レ

ル

エ

グ

イ

〆

ン

ス

〈

4
〉
切
訟
に
門
-
-
H
)

・
ωむ
は
、
こ
こ
に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
が
自
然
の
法
に
帰
し
た
「
明
証
性
」
の
思
想
を
み
う
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
至
高
の
法
と
し
て
、

憲
法
を
も
拘
束
す
る
。

(

5

)

凶
器
包
仏
・
匂

-SAP-
は
、
自
然
の
全
体
の
う
ち
で
、
個
人
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
自
由
な
発
展
と
い
う
一
定
の
位
置
と
役
割
り
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
放
棄
す

る
こ
と
も
放
置
す
る
こ
と
も
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
「
一
八
世
紀
の
哲
学
」
の
「
目
的
論
的
・
楽
観
的
」
自
然
観
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

(
6
〉
強
者
が
弱
者
を
圧
迫
す
る
に
至
れ
ば
「
義
務
を
生
ず
る
こ
と
な
し
に
効
果
を
生
ず
る
」
。
回
目
安
凶
・
勺
・
ω
止
は
、
こ
こ
に
、
ル
ソ

l
の
社
会
契
約
論
の
有
名

な
章
の
思
想
が
み
と
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
い
る
。

(
7
〉
ロ
ッ
ク
と
同
様
、
自
然
状
態
が
必
ら
ず
し
も
戦
争
状
態
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
内
四
B
E
L
-
匂・

ω
。N・

フ
オ
ル
ス
・
プ
リ
グ
エ

(
8
〉
「
個
人
の
自
由
を
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
社
会
状
態
は
そ
の
行
使
を
拡
大
し
確
保
す
る
。
そ
れ
は
、
私
的
な
力
の
庇
護
の
下
で
は
あ
ま
り
に
も
脅
威
を
蒙
り

ア
ソ
M
V

ア
シ
オ
シ
・
ア
ン
ア
イ
エ
ル
ガ
ル
ド
ト
ツ
ト
・
ピ
ユ
イ
ザ
ン
ト

す
ぎ
る
多
く
の
障
碍
と
危
険
と
を
と
り
除
き
、
社
会
全
体
の
強
力
な
保
護
に
委
ね
る
の
で
あ
る
」
(
本
文
で
は
省
略
)
。
∞

ac仏
・
匂

-ug・
は
、
こ
こ

れ

w
・
プ
リ
ュ
・
リ
ペ
ヲ
hw

で
ル
ソ

l
の
集
団
に
対
す
る
個
人
的
自
由
の
全
面
的
委
譲
と
は
全
く
異
な
り
、
自
然
権
学
派
中
で
も
絶
対
主
義
か
ら
最
も
遠
く
、
「
最
も
自
由
主
義
的
」
だ

と
い
っ
て
い
る
。

(
9
〉
〈
・
玄
白
H
g
m四
r
H
h回
。
ユ
四
E
g
p
F
U
b
n
r
s
t
cロハ
H
g
L
B巳的《目。

-
d
D
B
B
O
仏
O
H斗
∞

P
H
ν
R
F
S
Oム
h
T
H
y
-
g
l
H
S
は
こ
の
箇
所
を
引
用
し
、
ヶ
ネ

ー
や
メ
ル
シ
エ
・
ド
・
ラ
・
リ
ヴ
ィ
エ

l

ル
等
の
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
思
想
だ
と
い
っ
て
い
る
。
切
内
田
氏
仏
・
℃
・
ω
C
N
・
は
、
ロ
ッ
夕
、
が
身
体
お
よ
び
労
働
の

観
念
を
仲
介
と
し
て
所
有
を
考
え
て
い
た
の
と
、
思
惟
過
程
に
お
い
て
異
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
叩
)
こ
こ
で
、
ロ
ヅ
ク
の
国
家
の
役
割
|
い
わ
ゆ
る
夜
警
国
家
を
超
え
る
社
会
福
祉
国
家
の
観
念
を
み
う
る
と
い
う
。
四
国
由
巳
ι・
℃
・
ω
怠

-
s
c
z
p

(μ
〉
シ
ヱ
イ
エ
ス
は
、
自
然
権
、
市
民
権
、
政
治
権
の
=
一
分
説
。
古
典
的
な
私
権
に
対
す
る
公
権
の
区
別
は
、
シ
エ
イ
エ
ス
の
政
治
権
に
遡
る
と
い
う
。
し
か

し
、
こ
の
政
治
権
の
享
受
を
一
定
の
市
民
に
限
定
す
る
の
は
、
社
会
の
契
約
が
す
べ
て
の
成
員
の
自
由
な
意
志
に
も
と
づ
い
て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

明
ら
か
に
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
彼
の
政
治
制
度
論
の
中
核
に
位
す
る
代
表
制
の
観
念
と
関
係
す
る
。
回
B
E
L
-
℃・

ωお・

回
B
P
H・
司
・
ω
町
1
ω
怠
は
、
こ
の
区
別
は
反
民
主
的
な
指
向
を
も
た
な
い
、
知
識
と
公
徳
心
の
貴
族
制
で
金
の
そ
れ
で
は
な
い
、
と
し
て
弁
護
し
て
い
る

論

(

ロ

〉

北法15(1・14)14-



が
、
ジ
ヱ
イ
エ
ス
の
主
観
的
意
図
と
、
そ
の
理
論
の
果
し
た
現
実
的
役
割
と
は
区
別
し
て
観
察
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

(
臼
〉
恒
藤
武
二
、
「
人
権
な
ら
び
に
市
民
権
の
宣
言
」
の
誇
草
案
ハ
円
、
同
志
社
法
学
一
二

O
号
、
一
四
四
|
一
四
七
頁
に
条
文
の
み
の
訳
が
あ
る
の
で
参
照
。

(
凶
)
こ
の
草
案
は
、
議
会
内
に
お
い
て
「
若
干
の
熱
烈
な
支
持
者
を
え
た
」
が
、
支
配
的
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
君
主
会
・
℃
・
∞
∞
)

0

な
お
、

シ
ヱ
イ
エ
九
は
、
八
月
一
一
一
日
に
、
議
会
に
対
し
、
四
二
条
か
ら
な
る
改
訂
宣
言
案
と
四
篤
か
ら
な
る
憲
法
案
を
提
出
し
て
い
る
(
〉
・
戸
耳
目
・
℃
・

A
H
N
M
l品
N

S

が
、
こ
の
改
訂
案
の
方
が
見
劣
り
が
す
る
と
い
う
評
が
あ
る
(
四
日
tι
・匂・

8
S
。

シ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ド
・
シ
セ
の
憲
法
委
員
会
第
一
報
告
(
刊
訂
区
1
何
日
比
四
日
一
日
一
一
白
山
)
。
こ
れ
は
委
員
会
の
主
報
告
で
あ
り
、
委

員
会
で
の
人
権
宣
言
起
草
作
業
の
経
緯
を
要
約
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
例
に
言
及
し
、

(3) 

シ
ェ
イ
エ
ス
お
よ
び
ム
ニ
エ
案
に

短
評
を
加
え
て
い
る
。

コ
ン
ス
テ
イ
テ
ユ

γ
オ

ン

・

テ

グ

オ

ナ

ル

コ

シ

フ

ユ

ジ

オ

ン

ア

ン

ヂ

テ

「
国
民
的
憲
法
」
の
み
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
自
由
を
「
不
動
の
基
礎
」
に
基
づ
か
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
今
ま
で
フ
ラ
ン
ス
は
「
権
力
の
混
同
と
無
規
定

ル

ミ

ナ

グ

オ

ン

デ

ス

ポ

チ

ス

ム

コ

ー

ル

の
犠
牲
者
」
で
あ
っ
た
。
野
心
と
陰
謀
が
ほ
し
い
ま
ま
に
玉
達
と
人
民
の
権
利
を
相
闘
か
わ
し
め
、
専
制
政
あ
る
い
は
閥
族
の
支
配
に
導
い
た
。

ν
1
ゾ
ン
・
ピ
ユ
プ
リ
ク
サ
ン
チ
マ
ン
・
パ
ト
リ
オ
テ
イ
タ

「
公
共
の
理
性
」
「
愛
国
感
情
」
が
昂
揚
し
、

し
か
し
今
や

「
公
共
の
利
益
の
前
に
屈
伏
す
べ
き
で
な
い
も
の
は
何
も
な
く
な
っ
た
」
。
国
王
が
人
民
の
幸
福
を
最
も
神
聖
な

白

義
務
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
以
上
、
門
閥
の
利
益
や
特
権
に
固
執
す
べ
き
時
で
は
な
い
。
し
か
し
、
危
険
な
性
急
さ
は
あ
く
ま
で
も
避
く
べ
き
で
あ
り
、
白

d

ア

イ

=

ァ

・

ド

・

ロ

ム

ア

エ

リ

シ

テ

・

ピ

ユ

プ

リ

タ

由
と
「
λ
聞
の
尊
厳
」
と
「
公
共
の
福
祉
」
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
」
が
注
視
し
て
お
り
、

毛
=
ア
ル

ま
た
模
倣
す
べ
き
「
模
範
」
を
期
待
し
て
い
る
。

1789年人権宣言研究序説

コ

メ

ツ

タ

ン

そ
の
よ
う
な
考
察
の
も
と
に
憲
法
の
基
礎
を
定
め
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
議
員
を
選
出
し
た
「
選
挙
人
」
に
よ
っ
て
諸
願
書
中
に
表
明
さ
れ
た
意
思
を
検
討
す

ヱ
ス
フ
リ
・
ジ
エ
ネ
ヲ
ル

る
こ
と
か
ら
仕
事
を
は
じ
め
た
が
、
ク
レ
ル
モ
ン
・
ト
ネ
l
ル
伯
が
、
請
願
書
の
「
全
般
的
精
神
」
に
つ
い
て
報
告
を
引
受
け
て
く
れ
た
。
委
員
会
で
は
、
選
挙

ア
コ
ン
プ
リ
ー
ル

人
が
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
要
請
し
た
条
項
に
と
く
に
注
意
し
た
が
、
相
異
な
る
見
解
を
「
達
成
」
せ
し
め
る
充
分
な
手
段
を
確
立
し
、
公
共
と
す
べ
て
の
個

北法15(1・15)15 

人
の
福
祉
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
っ
て
各
部
分
が
関
連
し
あ
い
結
び
あ
っ
た
「
壮
重
な
全
体
」
と
し
て
の
憲
法
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。



説

以
上
に
よ
っ
て
委
員
会
が
憲
法
に
つ
い
て
、
大
体
ど
ん
な
考
え
方
を
し
て
い
た
か
の
見
当
が
つ
く
が
、
以
下
権
利
宣
言
に
つ
い
て
、
注

北法15(1・16)16 

日
す
べ
き
発
言
を
す
る
。

論

〆プ
v
・
グ

「
先
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
な
た
方
(
議
員
)
の
意
向
に
よ
っ
て
、
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
を
憲
法
に
先
行
せ
し
む
べ
き
だ
と
判
断
し
た
。
」
と
い
う
の

グ
エ
リ
テ
・
ア
hw
ミ

エ

ル

フ

オ

戸

ス

は
、
「
第
一
原
理
」
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
道
徳
と
理
性
と
自
然
に
由
来
す
る
「
カ
」
を
刻
み
込
む
こ
と
を
目
標
と
し
た
か
ら
と
い
う
の
で
は

な
く
、
「
こ
れ
ら
の
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
原
理
が
断
え
ず
わ
れ
わ
れ
の
限
と
わ
れ
わ
れ
の
思
想
に
現
在
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
あ
な
た
方
が
欲
し
た
と

(
1
)
 

い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
」
。
あ
な
た
方
が
欲
し
た
の
は
、
常
時
国
民
が
、
憲
法
の
各
条
項
を
照
合
し
て
第
一
原
理
と
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
わ
れ
わ
れ

が
忠
実
に
そ
れ
に
合
致
す
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
断
乎
と
し
て
維
持
す
る
法
律
に
対
し
国
民
が
自
ら
の
た
め
に
服
従
す

ノ
・
プ
ロ
ー
プ
h
y

・
メ
プ
リ
1
ズ

る
と
こ
ろ
の
義
務
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
あ
な
た
方
は
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
自
身
に
よ
る
軽
視
の
お
そ
れ
を
な
く
す
る
た
め
の
継
続

的
な
保
障
と
な
ろ
う
と
感
じ
ー
ま
た
も
多
年
の
経
過
後
な
ん
ら
か
の
権
力
が
こ
の
原
則
に
合
致
し
な
い
と
こ
ろ
の
法
律
を
強
制

L
ょ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
「
常

テ
イ
プ
・
オ
リ
ジ
ナ

W

(

1

)

に
有
効
な
こ
の
原
型
が
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
た
め
に
犯
罪
な
い
し
誤
謬
を
た
だ
ち
に
告
発
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
た
の
だ
」
。

こ
こ
で
、
委
員
会
が
人
権
宣
言
を
憲
法
に
先
行
せ
し
む
べ
き
だ
と
提
言
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
立
法
者
に
よ
る
人
権

無
視
に
対
す
る
保
障
を
も
う
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
思
想
の
起
源
を
示
唆
し
て
、
次
の
よ
う
に
い

う

イ
ヂ

l

「
こ
の
高
貴
な
思
想
は
、
他
の
半
球
で
考
え
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
の
問
に
優
先
的
に
移
植
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
北
ア
メ
リ

カ
を
自
由
な
ら
し
め
た
事
件
に
協
力
し
た
が
、
彼
女
は
わ
れ
わ
れ
に
わ
れ
わ
れ
の
自
由
を
保
全
す
る
た
め
に
は
い
か
な
る
原
則
に
基
づ
く
べ
き
か
を
示
し
て
く

デ
・
フ
ミ
}
ル

れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
わ
れ
わ
れ
が
欽
し
か
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
新
世
界
こ
そ
が
、
今
日
わ
れ
わ
れ
に
、
鉄
鎖
に
つ
な
が
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
自
身
の
不
幸
か

ら
わ
L

れ
わ
れ
を
守
る
べ
き
之
と
を
教
え
て
い
る
の
だ
O
L



こ
の
部
分
に
つ
き
、
ブ
ト
ミ
イ
は
、
こ
の
大
司
教
は
「
ア
メ
リ
カ
一
般
」
を
問
題
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
州
憲
法
に
は
な
ん
ら
言
及

し
て
い
な
い
(
羽
田
1
ト
)
と
い
い
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
対
し
州
憲
法
の
影
響
を
否
定
す
る
見
解
を
展
開
し
て
い
る
。
検
討
を
要
す
る
問
題

戸
，

D
】

点
で
あ
る
。
次
い
で
委
員
会
内
で
の
審
議
経
過
お
よ
び
成
果
に
対
し
、
簡
潔
な
解
説
を
加
え
た
。

ポ

ー

・

ゲ

ア

リ

エ

ポ

E
夕
、
.
プ
リ
ユ

(
3》

全
委
員
が
権
利
宣
言
と
取
り
組
ん
だ
が
、
「
内
容
に
お
い
て
殆
ん
ど
変
化
な
く
、
表
現
お
よ
び
形
式
に
お
い
て
よ
り
多
く
の
相
違
が
あ
っ
た
。
」

し
か
し
内
容
に
お
い
て
も
無
視
し
え
ぬ
相
違
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
問
題
だ
。

つ
い
で
、
代
表
的
草
案
と
し
て
の
シ
ェ
イ
エ
ス
と

ム
ニ
エ
案
-
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
短
評
を
加
え
て
い
る
。

ヅ
ェ
イ
エ
ス
案
の
人
間
の
本
位
に
発
す
る
厳
密
で
ニ
品
ア
ゾ
ス
を
尽
し
た
叙
述
は
、
ま
れ
に
み
る
才
能
の
持
主
の
深
い
明
敏
さ
を
現
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の

ア
y
コ
ン
グ
ェ
=
ア
y

ポ
ー
ク
1
・
プ
リ
ユ

「
完
壁
」
さ
の
な
か
に
か
え
っ
て
「
不
便
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
読
み
ま
た
関
く
こ
と
に
な
る
一
般
市
民
に
期
待
で
き
る
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
も
の
を
前
提
と

し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
考
慮
し
て
、
シ
エ
イ
エ
ス
は
よ
り
短
か
く
よ
り
理
解
に
容
易
な
結
論
を
列
挙
し
た
。

ム
ニ
エ
案
は
、
人
間
の
本
性
に
関
す
る
同
様
の
観
察
に
出
発
し
て
い
る
が
、
結
論
と
し
て
充
実
し
た
方
式
を
、
相
互
に
区
切
っ
て
出
し
て
い
る
。
識
者
な
ら

亡3

た
や
す
く
条
項
相
互
聞
の
空
白
を
補
な
う
だ
ろ
う
し
、

一
般
の
人
で
も
容
易
に
記
憶
で
き
、
わ
か
り
に
く
く
て
お
そ
れ
を
な
す
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
ム
ニ
エ
案

に
は
、
ヲ
ブ
ァ
イ
エ
ッ
ト
案
の
イ
デ
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
諸
草
案
も
参
照
し
て
い
る
。

リ
ユ
ミ
ヱ

1
h
w

ド

ヲ

ザ

Y
プ
リ
V
テ

あ
な
た
方
が
こ
の
両
者
の
う
ち
ど
ち
ら
を
採
る
か
を
決
定
さ
れ
る
。
「
最
も
透
徹
し
た
精
神
の
識
見
に
期
待
で
き
る
」
も
の
と
「
そ
の
他
の
人
々
の
単
純
さ

1789年人権宣言研究序説

に
期
待
で
き
る
も
の
」
を
は
か
り
に
か
け
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
こ
の
二
つ
の
要
請
を
融
和
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
適
合
す
る
新
ら
し
い
形
を
生

ゴヒ法15(1・17)17 

む
べ
き
だ
と
考
え
る
で
も
あ
ろ
う
。

(
以
下
憲
法
の
正
文
に
関
す
る
部
分
省
略
)

h

J
」
こ
で
、

シ
ェ
イ
エ
ス
案
よ
り
ム
ニ
エ
案
に
対
し
報
告
者
が
好
意
的
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
否
定
し
難
い
。
ま
た
ム
ニ

エ
案

が
、
と
り
わ
け
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
案
と
親
近
性
を
も
つ
こ
と
、
ま
た
そ
の
他
の
諸
案
を
も
参
照
し
た
綜
合
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ



説

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
D

北法15(1・18)18 

論

(
1
〉

忌
ω
H
g
m
m
t
・
0
司・

2
F
u
匂
・
可
申
l
可
刊
は
、
こ
の
部
分
を
引
用
し
、
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
教
説
の
再
版
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
直
後

の
ア
メ
リ
カ
の
影
響
と
の
関
連
が
問
題
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
呂
町
r
z
oーの
5
5
b
i
R
y
u
円、自

n
c
g
E
C
C
C口
ω
2
3
M》b
o
E官
、
司
2
5
5印
f
匂-
H
N
叶
は
、
単
純
に
イ
エ
リ
不
ツ
ク
説
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
引
用
し
て

い
る
。

(

3

)

【

U
F
K
F
・
〉
己
RL-
国
U
S町命日】門》一昨
S
E
L
m
-
ω
河
恥
〈

o
-
E
H
H
O
ロ
司
自
ロ
の
巳
明
。
・

5
0印
L
Y
A
R
)
・
は
こ
の
一
旬
を
と
ら
え
、
ア
メ
リ
カ
に
な
ら
っ
て
草
案
を
つ
く

っ
た
こ
と
、
シ
セ
が
個
人
的
に
共
和
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
哲
学
的
・
理
性
的
宣
言
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
を
一
示
す
と
い
う
。

ク
レ
ル
モ
ン
・
ト
ネ
I
ル
に
よ
る
憲
法
委
員
会
の
第
二
報
告
(
円
前

M
m
l。
間
抑
止
は
詰
)
。
一
七
八
九
年
に
三
つ
の
身
分
が
作
成

し
た
請
願
書
は
、
旧
制
度
下
草
命
前
夜
の
精
神
状
態
を
知
る
た
め
の
「
最
も
貴
重
な
文
書
」
で
あ
り
、

P
毛
ワ
=
ャ
ー
グ
ユ
・
オ
l
F
ン
テ
イ
ク
〈

1
v

思
想
の
「
真
正
の
証
言
」
の
記
録
を
み
う
る
と
い
え
よ
う
。

)
 

刈
性(
 

そ
こ
に
は
三
つ
の
身
分
の
夫
々
の

多
い
請
願
書
を
、

短
時
日
聞
に
ど
れ
程
精
査
し
、

バ
イ
ヤ
ー
グ
ユ
ハ

2
〉

こ
の
膨
大
で
(
一
括
一
附
一
一
一
段
一
雄
一
一
一
円
一
肌
叩
崎
市
見
切
お
)
相
互
に
錯
雑
・
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
の

公
正
な
抽
出
・
整
理
を
な
し
え
た
か
疑
問
で
あ
る
が
、

と
に
か
く
憲
法
に
関
す
る
討
論

委
員
会
お
よ
び
グ
レ
ル
モ
ン
・
ト
ネ
i
ル
が
、

の
た
め
の
序
論
と
し
て
、
請
願
書
に
お
い
て
最
も
一
般
的
に
表
明
さ
れ
た
要
望
の
問
題
点
を
報
告
し
た
わ
け
で
あ
る
。

緊
密
に
協
力
ー
一
す
る
た
め
、
議
会
外
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
め
た
(
円
J
づ
)
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
彼
自
身
は
、
議

会
内
で
は
「
中
道
右
派
」
の
代
表
的
人
物
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
熱
心
な
賞
讃
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
議
会
が
国
民
と

ν
ジ
エ
ネ
ヲ
V
オ
ン

「
わ
れ
わ
れ
の
選
挙
人
達
は
、
国
家
の
刷
新
を
欲
し
て
い
る
と
い
う
て
山
一
に
お
い
て
、
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
或
者
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
た
ん
に

ν
ア
オ
h
y

ム

レ

タ

プ

リ

ツ

ス

マ

ン

濫
用
に
対
す
る
改
革
と
、
一
四
世
紀
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
き
た
憲
法
を
再
建
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
0

・
:
;
他
の
者
は
、
現
存
す
る
社
会
制
度
は
あ
ま
り



に
も
邪
悪
で
あ
る
と
し
て
、
新
憲
法
を
要
求
し
て
い
る
。
た
だ
し
す
べ
て
の
フ
ラ
ソ
ス
人
が
愛
着
を
も
ち
尊
敬
し
て
い
る
君
主
政
体
と
形
式
と
は
、
除
外
し
て
い

る
:
:
:
。
そ
し
て
こ
の
後
者
が
、
憲
法
の
第
一
章
は
人
間
の
権
利
、
す
な
わ
ち
そ
の
維
持
の
た
め
社
会
が
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
時
効
に
か
か
ら
ぬ
権
利
の
宣

言
を
包
含
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
そ
し
て
こ
の
人
間
の
権
利
の
宣
言
の
要
求
が
、
新
憲
法
を
要
求
す
る
請
願
書
と
現
存
憲
法
の
再
建
を
欲

ヲ
-
Y
I
P
-
デ
イ
フ
エ
ラ
ン
ス

す
る
そ
れ
と
の
、
い
わ
ば
「
唯
一
の
相
違
」
を
な
す
の
で
あ
る
。

ヱ
ガ
W
マ
y
・
フ
イ
タ
セ
・

ν
1
P
・
ジ
デ

t

ハ
4
〉

エ

グ

ジ

ス

F
Y
ス
・
ヂ
ユ
・
ア
ゲ
ヲ
l
h
z

「
両
者
と
も
ひ
と
し
く
考
(
察
)
を
加
え
て
い
る
対
象
は
、
君
主
政
体
の
原
理
、
権
力
の
存
在
、
立
法
府
の
組
織
、
租
税
に
対
す
る
国
民
の
同

と
こ
ろ
で
、

意
、
行
政
府
の
組
織
お
よ
び
市
民
の
権
利
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

人
間
の
権
利
の
宣
言
を
憲
法
の
冒
頭
に
掲
げ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
、
旧
制
度
下
既
存
の
憲
法
の
た
ん
な
る
改
良
で
は
足
り

ず
、
新
憲
法
樹
立
の
「
礎
石
」
に
し
よ
う
と
い
う
請
願
書
の
識
別
基
準
だ
と
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
だ
。
し
た
が
っ
て
、

請
願
書
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
議
会
が
ま
ず
人
権
宣
言
を
採
択
す
る
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
新
憲
法
作
成
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
旧
制

度
の
革
命
的
変
革
の
決
断
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
報
告
は
次
い
で
問
題
点
の
細
目
的
解
説
に
う
つ
る
。

君
主
政
体
、
国
王
の
身
体
の
神
聖
性
、
男
系
の
世
襲
制
は
最
も
多
く
の
請
願
書
が
認
め
、
疑
問
に
し
て
い
な
い
。
国
王
は
執
行
権
の
全
権
を
有
す
る
。
あ
ら

tヰ

ゆ
る
公
務
員
の
責
任
の
要
求
が
一
般
的
。
国
王
が
若
干
の
立
法
権
を
も
つ
べ
き
こ
と
を
認
め
た
も
の
も
あ
る
。
法
律
の
公
布
に
国
王
の
裁
可
が
必
要
と
す
る
も

1789年人権宣言研究序説

の
が
大
多
数
。

立
法
権
は
国
民
代
表
に
存
す
る
こ
と
を
多
く
の
請
願
書
が
認
む
(
召
集
、
延
期
、
解
散
、
会
期
、
構
成
と
り
わ
け
身
分
の
区
別
を
維
持
す
べ
き
か
、
両
院
制

を
と
る
か
、
議
員
の
身
体
の
不
可
侵
等
に
つ
い
て
、
略
〉
。

北法15(1・19)19 

「
租
税
に
対
す
る
国
民
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
選
挙
人
に
よ
り
全
般
的
に
京
認
さ
れ
、
す
べ
て
の
請
願
書
に
よ
り
確
定
さ
れ
」
て
い
る
。
す
べ
て
は
、

ぺ
か
ベ
チ
ユ
イ
テ

「
租
税
の
期
間
を
限
定
」
し
て
い
る
。
:
・
:
こ
の
「
命
令
的
条
項
は
国
民
議
会
の
恒
久
性
の
最
も
確
実
な
保
障
者
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
募
債
は
間
接
税

に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
同
じ
原
則
に
服
す
べ
き
で
あ
る
。
:
・



説

ア
グ
エ
ヅ
タ
・
フ
オ

μ
ス

「
J

市
民
の
諸
権
利
、
自
由
、
所
有
は
全
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
よ
り
力
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
o

国
民
は
、
自
ら
の
た
め
に
公
的
所
有
の
不
可
侵
を
要
求
す
る
の

北法15(1・20)20 

と
同
様
に
、
そ
の
各
成
員
の
た
め
に
、
個
別
的
所
有
の
不
可
侵
を
要
求
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
国
民
的
自
由
を
永
久
に
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
と
同
様
に
、
個

5命白

人
的
自
由
を
そ
の
全
き
ひ
ろ
が
り
に
お
い
て
要
求
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
出
版
の
自
由
ま
た
は
思
想
の
自
由
な
伝
達
を
要
求
し
、
人
身
を
怒
芯
的
に
処
理
し
て

ν
t
μ
・
ド
・
カ

γ

エ

ポ

ス

ト

い
た
封
印
令
状
に
義
憤
と
と
も
に
反
対
し
、
専
制
政
の
最
も
愚
劣
で
最
も
恥
ず
べ
き
発
明
の
一
つ
で
あ
る
郵
便
の
秘
密
の
侵
害
に
反
対
し
て
い
る
。
」

モ
デ
イ
フ
イ
カ
V
オ
ン
・
パ
ル
チ
キ
立
リ
エ
ー
ル

こ
れ
ら
封
印
令
状
や
出
版
の
自
由
に
か
ん
し
て
は
、
特
殊
な
例
外
を
み
と
め
る
修
正
を
加
え
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
:
:
:
。
あ
な
た
方
は
そ
の
英
知
に
お
い

り
ペ
ル

「
フ
ラ
ン
ス
的
名
誉
感
情
」
に
よ
り
司
法
的
正
義
と
の
か
ん
け
い
を
調
整
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
禁
止
制
度
の
時
代
に
訴
状
に
よ
っ
て
非
常
に
民
々
悔
隠
さ

てれ
た
宗
教
に
つ
い
て
の
不
安
を
、
あ
な
た
方
は
鎮
め
る
で
あ
ろ
う
が
、
僧
侶
は
、
放
縦
は
永
い
問
奴
隷
制
の
仲
間
だ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
、
白
'
回
の
最
初
の

(
5
)
 

そ
し
て
自
然
の
効
果
と
し
て
、
公
の
尊
崇
対
象
に
対
す
る
秩
序
と
礼
譲
と
尊
敬
に
帰
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
報
告
に
、
「
請
願
書
の
開
封
調
査
結
果
」
と
し
て
、

1
プ
・
ア
グ
エ

さ
れ
た
諸
原
則
」
と
し
て
一
一
条
あ
る
。

条
文
化
さ
れ
た
要
約
が
付
い
て
い
る
。

プ
ヲ
y
u
v

は
じ
め
に
「
是
認

二
部
分
に
分
れ
、

ア
ゾ
ヤ

y

ド
1
ト
リ
テ

一
l
七
条
は
、
五
条
の
公
務
員
の
責
任
規
定
を
除
き
、
す
べ
て
君
主
制
な
い
し
国
王
の
地
位
、
権
限
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
報
告
内
容
よ
り
、
国

王
の
地
位
権
限
を
強
化
す
る
傾
き
で
、
単
純
化
、

一
般
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
条
は
、
国
王
の
神
聖
性
に
「
不
可
侵
」
性
を
付
加
し
、
七
条
は
、

「
国
民
は
国
王
の
裁
可
と
と
も
に
立
法
す
る
」
と
報
告
中
に
な
い
規
定
を
加
え
、
国
王
の
法
律
作
成
(
公
布
に
対
し
て
は
六
条
で
規
定
)
に
対
す
る
裁
可
が
明

示
さ
れ
て
い
る
(
そ
の
他
は
報
告
中
関
連
部
分
参
照
〉
。

ア
ン
プ
ヲ
シ

国
民
の
同
意
が
、
募
債
お
よ
び
租
税
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。

八
条

九
条

租
税
は
全
身
分
会
議
の
開
催
か
ら
次
の
開
催
ま
で
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。

F
ラ
・
サ
タ
レ

所
有
は
神
聖
た
る
べ
き
で
あ
る
。

一
O
条

一
一
条

個
人
の
自
由
は
神
聖
た
る
べ
き
で
あ
る
。



次
い
で
、
「
請
願
書
全
部
に
一
様
な
仕
方
で
表
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
」
と
題
し
て
、

一
八
条
あ
る
b

一
ー
一
五
条
は
、
国
王
お
よ
び
全
身
分
会
議
に
関
連
す
る
事
項
(
省
略
)

0

一
六
条

租
税
は
、
国
民
の
負
債
の
消
却
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
完
全
に
消
滅
す
る
ま
で
徴
収
さ
る
べ
き
か
?

封
印
令
収
は
廃
止
さ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
修
正
す
る
に
と
ど
む
べ
き
か
?

七
条

一
八
条

出
版
の
自
由
は
無
制
限
た
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
修
正
す
る
に
と
ど
む
べ
き
か
?

以
上
の
要
約
を
人
権
宣
言
確
定
条
項
と
比
べ
た
場
合
、

租
税
に
か
ん
す
る
要
求
は
確
定
一
四
条
に
、

「
自
由
と
所
有
」
の
要
求
、
か
確
定

一
条
お
よ
び
二
条
に
、
個
別
的
所
有
の
不
可
侵
性
が
公
的
所
有
の
そ
れ
と
の
対
応
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
定
一
七
条
に
、

tコ

自
由
に
つ
い
て
確
定
四
条
に
、
出
版
の
自
由
の
要
求
が
確
定
一
一
条
に
、
封
印
令
状
に
対
す
る
反
対
は
確
定
七
条
に
、
そ
れ
ぞ
れ
請
願
書

の
要
請
が
反
映
な
い
し
内
的
関
連
の
あ
る
も
の
と
し
て
参
照
さ
れ
て
よ
い
(
叫
・
月
持
r
・)。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
報
告
書
は
、
膨
大
な
請
願
書
の
「
全
く
短
か
い
一
ベ
つ
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
充
分
な
理
解
」
に
基
づ
く
も
の
で

も
な
か
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
(
司
自
r
o
E
)
。
と
す
れ
ば
、
グ
レ
ル
モ
ン
・
ト
ネ
l
ル
の
報
告
書
を
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
ま
た
は
議
員
を

通
じ
て
、
国
民
の
声
す
な
わ
ち
請
願
書
の
権
利
宣
言
の
要
求
で
人
権
宣
言
の
確
定
条
項
に
組
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
な
か
っ
た
か
、
ま
た
フ

1789年人権宣言研究序説

ラ
ン
ス
の
旧
制
度
下
の
固
有
の
実
際
的
要
請
以
外
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
が
這
入
り
こ
ん
で
い
た
の
か
を
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
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等
も
参
照
さ
れ
て
よ
い
。

ム
ニ
エ
の
草
案
(
片
山
ド
湾
、
回
諒
一
ヰ
ド
防
自
国
日
日
耕
一
戸
川
に
↑
弱
点
。
知
袋
持
守
認
持
誌
は
~
印
刷
、
上
話
持
協
同
刊
。
い
戸
何
千
)
。
ム
-
一

エ
は
前
述
し
た
と
お
り
、
憲
法
作
業
委
員
会
の
報
告
書
を
作
成
し
読
ん
で
い
る
(
古
、
二
一
一
一
一
一
頁
)
。
い
っ
た
い
彼
の
斡
怪
を
み
る
の
に
、

ま
も
な
く
隔
年
に
仕
事
を
す
る
グ
ル
ノ
i
ブ
ル
裁
判
所
判
事
と
な
り
、

(5) 
若
く
し
て
弁
護
士
と
な
り
、

余
暇
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
法
の
精

神
を
愛
読
し
、
ま
た
英
人
回
可
ロ
ぬ
と
の
交
友
を
え
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト

l
γ

や
ド
ゥ
・
ロ
ル
ム
の
著
作
お
よ
び
英
国
の
新
聞
に
よ
っ
て
イ
ギ

リ
ス
憲
法
を
知
り
賞
讃
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
革
命
を
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
自
由
思
想
の
伝
ば
ん
と
い
う
観
点
(
2
)
 

か
ら
評
価
し
て
い
た
が
、
歴
史
的
地
理
的
事
情
の
相
違
を
意
識
し
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
は
遥
か
に
遠
い
事
例
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
法
曹
の
経
歴
か
ら
い
っ
て
、
登
録
な
け
れ
ば
課
税
な
し
と
い
う
原
則
等
、
高
等
法
院
の
ル
モ
ン
ト
ラ
ソ
ス
に
ふ
く
ま
れ
た
自
由
主
義
的

意
義
を
認
め
て
い
た
よ
う
だ
。
彼
は
、

一
七
八
八
年
の
い
わ
ゆ
る
「
瓦
の
日
」
の
指
導
者
と
し
て
、
王
命
に
反
し
高
等
法
院
の
特
権
を
擁

護
す
る
革
命
に
成
功
し
、
ド
l
フ
ィ
ヌ
地
方
の
三
身
分
合
同
会
議
の
実
施
を
王
に
承
認
せ
し
め
、
他
の
地
方
に
も
影
響
を
与
え
、
翌
年
の

同

全
身
分
会
議
開
催
へ
の
途
を
ひ
ら
い
た
英
雄
で
あ
っ
た
。
た
め
に
、
当
時
若
冠
三
一
才
で
あ
り
な
が
ら
、
国
民
議
会
に
お
い
て
指
導
的
地

l789年人権宣言研究序説

位
を
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
憲
、
法
に
な
ら
っ
た
穏
健
な
立
憲
君
主
制
を
理
想
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
難
く
、

プ
ラ
チ
タ

(
3
)

哲
学
者
シ
ェ
イ
エ
ス
と
対
称
的
に
、
本
質
的
に
「
実
際
的
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
の
草
案
は
他
の
諸
草
案
の
観
念
の
寸
一
昨
析
の
時

ru

(
吋
時
r
・
)
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
綜
合
性
を
構
成
す
る
ほ
向
要
素
を
正
し
く
分
解
し
、

家
固
有
の
独
創
点
が
な
い
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

G
T一
一
定
問
一
誌
が
わ
p
h剥
M
)
0

北法15(1・23)23 

ま
た
ム
ニ

エ
草

Y

7
イ

エ

デ

ゲ

ヲ

1
b
p

国
王
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
、
国
民
議
会
に
集
合
し
た
わ
れ
わ
れ
フ
ラ
γ
久
国
民
の
代
表
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
市
民
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
た
権
限
に
基
づ



説

北法15(1・24)24-

プ
イ
ク
t

ア
ロ
ス
ペ
リ
テ

-rユ
プ
リ
タ
路
フ
ヱ
リ
シ
テ
・
ピ
ユ
プ
リ
ク

き
、
彼
ら
に
よ
り
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
公
共
の
繁
栄

(
M
公
共
の
福
祉
)
を
確
保
す
る
こ
と
を
委
託
さ
れ
た
の
で
、
わ
れ
わ

マ
ク
シ
1
ム
・
ェ
・
ν
1
グ
ル
・
フ
ォ
ン
〆
マ

y
タ
b
F

れ
の
選
挙
人
の
権
威
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
の
憲
法
と
し
て
、
以
下
に
表
明
さ
れ
る
よ
う
な
基
本
的
格
律
と
規
則
お
よ
び
統
治
の
形
態
を
、
宣
言
し
確
定

論

す
る
。

す
べ
て
の
人
間
は
幸
福
の
追
求
へ
の
打
ち
か
え
ち
え
ぬ
傾
向
を
も
っ
。
彼
ら
は
、
そ
の
努
力
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
福
を
獲
得
す
る
た
め
に

グ

グ

エ

ル

ヌ

マ

ン

フ

エ

リ

ジ

テ

・

ジ

エ

ネ

ヲ

μ

こ
そ
、
社
会
を
構
成
し
統
治
機
関
を
設
立
し
た
。
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
統
治
機
関
は
一
般
的
福
祉
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
。

条条

こ
の
争
そ
い
え
ぬ
真
理
か
ら
生
ず
る
帰
結
は
、
統
治
機
関
は
被
治
者
の
利
益
の
た
め
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
治
者
の
利
益
の
た
め
で
は
な
い
と
い
う

フ
ロ
プ
リ
ヱ
テ

い
か
な
る
公
職
も
そ
れ
を
行
使
す
る
者
の
所
有
物
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
主
権
の
原
則
は
国
民
に
存
す
る
こ

こ
と
で
あ
り
、

と
、
い
か
な
る
団
体
も
い
か
な
る
個
人
も
、
国
民
か
ら
明
示
的
に
派
生
し
な
い
い
か
な
る
権
威
を
も
つ
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア

ン

・

ド

ロ

ヲ

ユ

テ

イ

リ

テ

コ

ミ

ユ

1
ヌ

自
然
は
人
聞
を
自
由
で
権
利
に
お
い
て
平
等
な
も
の
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
社
会
的
差
別
は
共
同
の
利
益
に
の
み
基
づ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

条t

、O

J
山
町

L

四
条

人
間
は
幸
福
に
な
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
そ
の
身
体
的
お
よ
び
道
徳
的
能
力
を
自
由
か
つ
充
全
に
行
使
し
う
べ
き
で
あ
る
。

五
条

自
ら
の
能
力
の
自
由
で
充
全
な
行
使
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
各
人
は
そ
の
同
胞
に
対
し
て
も
彼
ら
の
能
力
の
自
由
な
行
使
を
承
認
し
、
促
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
条

こ
の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
合
意
の
結
果
と
し
て
、
人
間
相
互
間
に
お
け
る
権
利
と
義
務
の
二
重
関
係
が
生
れ
る
。

七
条

各
人
の
権
利
は
、
彼
の
能
力
の
行
使
に
あ
た
り
、
他
の
個
人
が
亨
有
し
て
い
る
同
様
の
権
利
に
よ
っ
て
の
ほ
か
に
制
限
さ
れ
な
い
こ
と
に
存
ず
る
。

八
条

各
人
の
義
務
は
、
他
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
に
存
す
る
o

一
般
的
福
祉
を
実
現
す
る
た
め
に
、
権
利
を
保
護
し
、
義
務
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
能
力
の
自
由
な
行

り
ミ
イ
ト

使
に
対
し
て
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
権
利
の
亭
有
を
確
保
し
社
会
に
有
害
な
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
に
明
ら
か
に
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
制
限
以
外
の
制

九
条

そ
れ
ゆ
え
統
治
機
関
は
、



O 
条

一
一
条条

リ
ペ
ル
テ
・
ぺ
戸
ソ
ネ
hw

路

限
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
ひ
と
り
わ
け
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
属
す
る
時
効
に
か
か
ら
な
い
諸
権
利
、
す
な
わ
ち
、
個
人
肌
自
由
〈
M
|
自
由
)
、
所
有
、

安
全
、
名
誉
と
生
命
に
対
す
る
配
慮
、
思
想
の
自
由
な
伝
達
、
圧
制
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
よ
う
な
権
利
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。

ク
ν
I
N

プ
レ
ジ

1
ズ

ユ

ニ

フ

オ

ル

ム

す
べ
て
の
市
民
の
た
め
に
明
快
で
正
確
で
劃
一
的
な
法
律
に
よ
っ
て
こ
そ
、
権
利
が
保
護
さ
れ
、
義
務
が
画
定
さ
れ
、
有
害
な
行
為
が
処
罰
さ
る

べ
き
で
あ
る
。

市
民
は
、
彼
ら
白
か
ら
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
彼
ら
の
代
表
者
に
よ
っ
て
自
由
に
承
認
し
た
と
こ
ろ
の
法
律
以
外
の
法
律
に
服
せ
し
め
ら
れ
な
い
。

。。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
法
律
は
一
般
意
志
の
表
現
な
の
で
あ
る
(
地
|
表
現
で
あ
る
べ
き
だ
〉
。

法
律
に
よ
っ
て
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
こ
と
は
、
許
容
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
何
人
も
法
律
が
命
じ
て
い
な
い
行
為
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は

亡
、
。

ゃ
ん

t
l
v

ピ
ユ
プ
リ
カ
Y
オ
ン

法
律
は
、
そ
の
発
表
に
先
行
す
る
事
実
の
た
め
に
は
決
し
て
援
用
さ
れ
え
な
い
。
も
し
法
律
が
こ
の
よ
う
な
先
行
事
実
の
裁
判
を
決
定
す
る
た
め

オ
プ

v
y
y
I
グ

テ

イ

ラ

ニ

タ

に
作
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
律
は
圧
倒
的
で
暴
政
的
な
も
の
で
あ
る
。

デ

ス

ポ

チ

ス

ム

ラ

ン

ピ

1
h
F
e
y
-
ヲ
・
ロ
ヲ

一
四
条
専
制
を
防
止
し
、
法
律
の
支
配
を
確
保
す
る
た
め
、

条

同

一
五
条

1789年人権宣言研究序説

一
六
条

一
七
条

八
条

九
条

デ
ィ
ス
F
Y
タ
ト

立
法
・
執
行
・
司
法
権
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
同
じ
掌
中
に
そ
れ
ら
を
結
合
す
る
と
、

そ
の
受
託
者
を
あ
ら
ゆ
る
法
律
の
う
え
に
お
く
こ
と
に
な
り
、
法
律
に
替
え
る
に
彼
ら
の
意
志
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

路

ト

1

W

ア
ン
グ

2
1
P

す
べ
て
の
個
人
は
、
そ
の
財
産
ま
た
は
そ
の
身
体
(
M
l
ー
そ
の
名
誉
)
に
つ
い
て
蒙
っ
た
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
過
誤
お
よ
び
侵
害
に
た
い
し
、
ぁ

プ
ロ
シ
ト
・
ス
タ
1
M
g

そ
し
て
迅
速
な
救
済
を
見
出
し
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

る
い
は
そ
の
自
由
の
行
使
に
お
い
て
遭
遇
す
る
障
害
に
た
い
し
、

法
律
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
、

し、。

フ
オ
山
w

λ

h

F

プ
セ

何
人
も
、
武
力
が
法
律
に
基
づ
い
て
使
用
さ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
武
力
に
対
す
る
に
武
カ
を
も
っ
て
拒
絶
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

何
人
も
、
法
律
に
基
づ
き
、
法
律
が
規
定
し
た
形
式
に
よ
り
、
法
律
が
予
定
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
逮
捕
さ
れ
投
獄
さ
れ
え
な
い
。

ア
グ
一
一
ヱ

何
人
も
、
法
律
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
管
轄
以
外
で
は
裁
判
さ
れ
え
な
い
。

ア
ル
ピ
ト
ν
1
一

戸

ヲ

ン

プ

オ

一

戸

チ

ユ

1
ヌ

路

ペ

ル

ソ

ン

F

刑
罰
は
決
し
て
怒
意
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
法
律
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
、
す
べ
て
の
市
民
に
と
っ
て
、
位
階
や
資
産
(
M
!
人
格
)

北法15(1・25)25 



説

ア
プ
ソ
リ
三
マ
ン
・
ザ
ン
プ
ヲ

t
プ
か

の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
絶
対
に
同
等
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論

比
例
し
て
必
要
な
経
費
を
支
弁
す
べ
き
で
あ
る
。

社
会
の
各
成
員
は
国
家
の
保
護
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
の
繁
栄
に
協
力
す
べ
き
で
あ
り
、
自
ら
の
能
力
と
財
産
に

ア

ン

プ

ロ

ヲ

フ

ア

グ

オ

ー

ル

エ

ク

ザ

ン

プ

シ

オ

ン

彼
の
位
階
や
職
が
何
で
あ
ろ
う
と
、
い
か
な
る
恩
典
も
免
除
も
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な

何
人
も
、

北法15(1・26)26 

O 
条

L 、。
二
一
条

キ
ユ
山
戸
ト
・
ピ
ユ
プ
リ
夕
、
、

何
人
も
、
法
律
に
服
従
し
、
ま
た
公
け
の
礼
拝
を
か
く
乱
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
宗
教
的
意
見
の
ゆ
え
に
不
安
な
ら
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

条

あ
ら
ゆ
る
人
は
、
そ
の
生
れ
た
と
こ
ろ
の
国
を
離
脱
し
、
そ
の
国
の
市
民
の
資
格
に
お
い
て
亨
受
し
て
い
た
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
国
を
自
ら
の
祖
国
と
し
て
選
ぶ
権
利
が
あ
る
。

条

リ

ペ

ル

テ

・

ピ

ユ

プ

リ

タ

ア

ピ

ユ

イ

セ

デ

イ

グ

ウ

1

出
版
の
自
由
は
公
的
自
由
の
最
も
強
固
な
支
柱
で
あ
る
。
法
律
は
、
こ
の
自
由
と
そ
れ
を
濫
用
し
て
扇
動
的
論
説
や
個
人
に
対
す
る
中
傷
を
流
布

マ
ジ
ト

=
1
P

す
る
よ
う
な
人
々
の
処
罰
を
保
障
す
る
適
当
な
手
段
と
を
和
解
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
自
由
を
守
っ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。

以
上
ム
ニ
エ
案
(
酬
と
)
の
条
文
を
注
意
深
く
読
め
ば
、
シ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ド
・
シ
セ
の
報
告
が
示
唆
し
て
い
る
と
お
り
、
ラ
フ
ァ
イ
エ

ッ
ト
案
(
恥
と
)
を
主
と
し
て
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
難
い

μ、
シ
ェ
イ
エ
ス
案
(
附
と
)
の
観
念
も
相
当
採
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
(
も
っ
と
も
理
論
的
陳
述
と
い
う
や
や
冗
長
な
形
式
を
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
憲
法
作
業
委
員
会
報
告
書
の
中
で

宣
言
は
短
か
く
平
易
で
明
確
(
苅
ヨ
ト
)
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
当
然
)
。
す
な
わ
ち
、

M
一
二
ニ
鵬
を
)
前

段
は
、

S
理
論
的
宣
言
の
精
神
の
要
約
に
近
く
、

S
二
お
よ
び
三

O
の
趣
旨
を
み
う
る
。
M
二
後
段
は

L
五
と
同
文
o
M
三
は
L
一
と
殆
ん
ど

同
文
だ
が
、
「
権
利
に
お
い
て
」
と
付
加
し
た
の
は
、

s
一
六
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

M
七
は

L
三
お
よ
び

S
四
と
同
旨
。

M
九
の
権

利
の
列
挙
は
、
L
二
の
そ
れ
に
殆
ん
ど
同
じ
だ
が
、

S
九
を
考
慮
し
た
か
に
み
え
る
表
現
が
あ
る
(
同
首
ト
釧
)
o
M
一
O
は
L
七
と
全
く
同
じ

L
四
の
趣
旨
が
前
段
に
入
り
ハ
な
お

M
一
二
一
の
趣
旨
と
も
な
る
)
、

S
二
六
冒
頭
の
「
法
律
は

こ
と
を
多
少
ふ
え
ん
し
た
。

M
一
一
は
、



(5) 

一
般
意
志
の
表
現
」
が
後
段
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

M
一
一
一
は

S
一
四
と
同
旨
で
あ
ろ
う
。

M
一
六
は

S
二
二
の
発
想
と
関
連
が
あ
ろ

う。

M
一
七
は

S
二

O
と
実
質
的
に
全
く
同
じ
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
ム
ニ
エ
草
案
の
「
札
黙
阿
也
官
」

(χ
げ
ェ
)
の
ほ
か
に
、
従
来
の
草
案
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
条
項
が
あ
る
こ
と

も
無
視
し
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
六
・
八
条
お
よ
び
九
条
一
段
一

O
条
が
権
利
と
義
務
と
が
本
質
的
に
二
重
関
連
を
も
つ
も
の
と
し
て
明

亡3

記
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
に
み
る
よ
う
な
義
務
の
宣
言
を
付
加
す
べ
し
と
い
う
主
張
と
関
連
し
て
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

は
、
独
創
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
(
な
倍
以
コ
出
J
q
d
伽
一
泣
い
ら
い
引
勺
符
一
一
同
時
世
吋
一
位
権
力
)
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
の
精
神
」
中
の

イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
精
神
の
要
約
を
み
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
を
と
く
に
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
影
響
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
(
吋
思

r3)
疑
問
だ
。
こ
の
ほ
か
、
一
八
条
は
、
彼
の
法
律
実
務
家
と
し
て
の
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
一
九
条
に
お
い
て
は
刑
罰

の
「
怒
意
」
性
を
排
斥
し
、
二

O
条
に
お
い
て
は
課
税
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
差
別
禁
止
・
平
等
の
趣
旨
を
強
調
し
て
い
る
こ
と

を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
お
三
去
三

ddh~勾L
私
ピ
ド
ゼ
広
一
)
。
こ
れ
ら
の
権
利
宣
言
に
つ
き
、
フ
ラ

γ
ス
自
体
の
請
願
書
や

法
曹
の
要
請
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
宣
言
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
影
響
を
探
っ
て
み
る
べ
、
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
二
一
条
は
、
宗
教
的
自
由

に
つ
い
て
、
特
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
視
す
べ
き
だ
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
宣
言
を
模
倣
し
た
こ
と
「
疑
な
し
」
(
吋
日

zp)
と
断
じ
う

る
か
、
検
討
を
要
す
る
。
な
お
、
二
二
条
が
、
国
籍
離
脱
の
自
由
ま
で
(
U
M
U
付
信
一
協
同
問
問
問
一
一
崎
一
目
十
一
日
比
一
F
J
~
A
M・5
)
明
記
し
た
こ
と
、
一
一
一
一
一

条
が
出
版
の
自
由
の
重
要
性
を
強
調
し
た
今
日
脚
附
削
減
細
)
点
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

同
じ
く
七
月
二
七
日
の
議
事
録
の
付
録
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
憲
法
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
一
六
箇
条
の
短
縮
ム
ニ
エ

草
説
(
り
特
伊
)
は
、
内
容
の
実
質
に
お
い
て
変
化
は
な
い
と
い
っ
て
よ
り
し
か
し
一
一
一
二
箇
条
案
に
は
み
ら
れ
ぬ
表
現
な
い
し
規
定
が

な
く
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
固
な
い
し
九
条
の
や
や
冗
長
な
規
定
が
巧
み
に
簡
潔
化
さ
れ
、
ま
た
一
二
条
と
結
合
さ
れ
一
六
箇
条
案
の
次

北法15(1・27)27 

一
四
条
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の
よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
。



主b
民間

こ
の
規
定
の
前
段
お
よ
び
後
段
、
が
そ
れ
ぞ
れ
、
確
定
条
項
四
条
前
段
に
文
字
通
り
、

五
条
後
段
に
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る

北法15(1・28)28 

説

七
条

自
由
と
は
、
他
人
を
害
し
な
い
こ
と
は
す
べ
て
な
し
う
る
こ
と
に
存
す
る
。
法
律
に
よ
っ
て
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
阻
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
、
何
人
も
法
律
が
命
じ
て
い
な
い
行
為
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
と
は
、

一
見
明
瞭
だ
。
ま
た
、
次
の
条
項
は
一
六
条
案
に
の
み
見
出
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
。

一
六
条

フ
オ
ル
ス
・
ミ
リ
テ
l
h
w

オ

ー

ト

リ

テ

・

ジ

グ

イ

ル

ト

ヲ

ン

キ

イ

イ

テ

・

ピ

ユ

プ

り

タ

国
の
防
衛
を
任
務
と
す
る
寧
事
力
は
、
市
民
的
権
威
の
命
令
の
下
に
お
い
て
の
み
、
公
共
の
安
静
の
維
持
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、

ム
ニ
エ
が
七
月
九
日
に
行
な
っ
た
憲
法
作
業
委
員
会
報
告
中
の
提
案
一

O
条
(
一
ヨ
一
)
の
発
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
強
硬
に
主
張
さ
れ
た
軍
権
力
を
国
内
秩
序
維
持
に
用
う
べ
か
ら
ず
と てン

ェ
イ
エ
ス
索
一
一
・
一
二
条
を
参
照
し
た
で
も
あ
ろ
う
が
、

い
わ
ば
そ
れ
と
の
妥
協
・
折
衷
形
態
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
テ
l
マ
は
、
そ
の
趣
旨
を

異
に
し
て
で
は
あ
る
が
、
確
定
条
項
二
一
条
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
う
原
則
は
採
ら
ず
、

(
1〉

H
N・
ロ

巾

r
m
gロ
m
p
円
。
目

MHos-巾
円

わ

O
B己
b
《

r
n
o
g
t
E
C
Cロ
ハ

r
z
n
o口凹門
F
E
8
5
(見
∞
由

)uHYP協
同

Mh凶
H
U
-
-∞
甲
山
E

W

℃・

5
l
N
ω
一
開
・
叶
，

r
o
s日】
m
o
p
c刀・

n
F
F
w
司
-
H
N
・
桑
原
前
掲
六
六
五
頁
参
照
。

(
2〉
ロ
巾
}
回
開
門
出
口
問
ク

D
℃
-
n
-
F
W
M
》・忌・

3
・

(
3
〉
歩
広
-
w
-
v
-
H斗・

(

4

)

何
阿
古

omm山
骨
]
同
門

O口
門
】
己
円
。
仏
白

ζ
-
Y向
。
戸
門
戸
山
内
同
門
-
白
ロ
回
一
メ

g
o
B
Z
P
Z同昨日
o
g
r
g
内
田
何
回
目

c
z
p
L何
回
G
口
同
町
門
D
日
巾
ロ
ロ
注
目
】
}
ユ
ロ
凡
山
中
に
ラ
フ
ア
イ
エ
ツ

ト
案
の
大
部
分
を
採
用
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
だ
。

E
2
5
r
Rロ
・
∞
・

Ha-

(
5〉

E
C
2
r
c吋ロ
・

ω・
5
印
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
法
の
精
神
一
一
筋
」
了
四
章
と
タ
ル
ジ
エ
(
次
註
の
)
草
案
八
条
お
よ
び
請
願
書
を
参
照
し
て
い
る
。

(
6
)
E
C
5
r
o
s
-
m・
5
印
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
請
願
書
の
多
く
が
こ
の
点
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
州
権
利

宣
言
と
の
関
連
あ
り
や
を
吟
味
す
べ
き
だ
。



(

7

)

吋

R
m
Z
の
一
一
一
一
箇
条
の
「
社
会
に
お
け
る
人
間
の
権
利
の
宣
言
」
草
案
が
向
日
議
事
付
録
と
し
て
同
箇
所
に
収
録
さ
れ
て
い
る
〉
-
M
M
-

〈
同
門
戸
間
Y
N
g
l

N
S・
な
お

E
C〈

orcs-
∞-
E日
l
H
h
は
、
ム
ニ
エ
案
が
事
前
に
参
照
し
た
も
の
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
所
有
権
に
か
ん
す

る
詳
細
な
規
定
(
一
五
|
一
九
条
〉
、
と
く
に
収
用
の
厳
格
な
要
件
「
絶
対
的
な
公
共
の
必
要
」
と
事
前
の
「
少
な
く
と
も
阿
価
値
」
の
補
償
を
規
定
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
注
目
さ
れ
る
、
が
、
冗
長
で
、
理
論
的
に
は
、
本
文
引
用
の
三
草
案
に
遥
か
に
お
と
る
。

ハ
8
)

恒
藤
、
前
掲
、
一
四
七
|
一
回
八
頁
は
、
こ
の
案
の
訳
。

以
上
で
憲
法
委
員
会
報
告
な
い
し
委
員
の
草
案
の
紹
介
お
よ
び
問
題
点
の
所
在
の
分
析
・
指
摘
を
お
わ
る
。

委
員
会
が
全
体
と
し
て
、
「
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
を

と
く
に
総
括
し
て
記
し
て
お
き
た
い
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
〕
に
、

憲
法
に
合
作
せ
し
む
べ
き
だ
と
判
断
し
」
(
己
目
司
吋
U
L
P
V
前
財
わ
や
)
提
案
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
態
度
自
体
が
一
つ
の
重
要
な
立
場
の

表
明
で
あ
り
、
旧
制
度
の
革
命
的
変
革
と
「
新
憲
法
」
の
樹
立
を
要
求
す
る
請
願
書
群
の
立
場
と
一
致
し
(
哨
祖

μ主
計
.
)
、
そ
れ
は

「
由
民
じ
都
叫
ん
い
71

町
出

.mt仲
ず
あ
り
、
舵
ホ
粧
が
ば
対
す
る
品
川
配

m町
撃
を
加
え
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
革
命
の
提
承
だ
っ
た
」
(
昨
日
日
刊

誌
日
vvt冷静
dogs)
と
い
え
る
も
の
だ
ろ
う
。

に
な
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、

国
民
議
会
に
お
い
て
保
守
分
子
の
様
々
の
反
抗
を
喚
び
起
こ
す
こ
と

口

シ
ェ
イ
エ
ス
案
お
よ
び
(
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
案
を
吸
収
し
た
)
ム
ニ
エ
案
は
、
人
権
宣
言
確
定
条
項
に
採
用
さ
れ
た
諸
観
念

お
よ
び
方
式
を
、
す
で
に
大
部
分
尽
し
て
い
る

(hpJ呼
日
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
対
照
表
に
し
て
本
項
の
末
尾
に
掲
げ
て

お
く
か
ら
、
具
体
的
に
確
か
め
ら
れ
た
い
。
そ
し
て
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ヅ
ト
案
が
ど
れ
だ
け
ア
メ
リ
カ
の
権
利
宣
言
の
影
響
下
に
あ
る
か
に

第
二
に
、

1789年人権宣言研究序説
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つ
い
て
は
後
に
明
ら
か
に
す
る
と
お
り
だ
が
、

シ
ェ
イ
エ
ス
案
の
独
自
の
フ
ラ
ン
ス
的
法
思
想
お
よ
び
ム
ニ
エ
案
の
イ
ギ
リ
ス
流
の
憲
法

理
論
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
請
願
書
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
芦
は
、
決
し
て
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。
G
・
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
が
、
こ
れ
ら
の
点
を
立
ち
入
っ
て
検
討
し
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
全
く
無
視
し
て
、
平
面
的
に
ア
メ
リ
カ
州
憲



法
の
権
利
宣
言
中
フ
ラ
ン
ス
人
権
利
宣
言
の
条
項
に
類
似
し
た
規
定
が
あ
る
こ
と
を
列
記
(
咋
出
一
法
一
時
尚
一
山
川
町
一
川
)
し
た
だ
け
で
、
フ
ラ

γ
ス

人
が
「
ア
メ
リ
カ
の
思
想
を
採
用
」
し
た
の
み
な
ら
ず
「
形
式
を
も
継
受
」
し
た
(
酎
附
ト
に
ト
頁
)
と
結
論
し
た
こ
と
は
、
飛
躍
で
あ
り
独

断
の
そ
し
り
を
免
か
れ
え
な
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
次
の
対
照
表
に
分
析
さ
れ
た
確
定
条
項
の
構
成
諸
要
素
の
源
由
を
た

説論

北法15(1・30)3() 

ず
ね
、
特
質
を
究
明
し
、

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
法
思
想
の
交
錯
と
、
当
時
の
フ
ラ

γ
ス
人
の
実
際
的
要
請
の
厳
密
な
分

析
に
基
づ
く
こ
と
な
し
に
は
、
正
当
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
人
権
宣
言
確
定
条
項
と
詩
草
案
お
よ
び
報
告
書
と
の
対
照
表

使

用

略

号

L M.-Mno M 16 "'23 '''10 

七
月
九
日
ム

ニ工

報
告

前

号

二

七
月
二
七
日
ム
ニ
エ
・
二
三
箇
条
草
案
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:

本
号

一二

T二
六
頁

七
月
二
七
日
ム
ニ
エ
・
一
六
筒
条
草
案
:
・
:
:
;
:
:
:
:

本
号

二
三

l
二
七
頁

七
月
一
一
日
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
草
案
:
・

前
号
二
三
子
l

一
三
四
頁

S 

七
月
二

O
i一
一
一
日
シ
エ
イ
エ
ス
案
・

j
i
-
-
:
:

五
ー
一
一
一
頁

本
号

C 

七
月
二
七
日
夕
レ
ル
モ
ン
・
ト
ネ

l
ル
報
告
:
:
:
:

一
八
一
一
一
頁

本
号

日
本
数
字
は
条
文
番
号
を
一
示
す
。



一

二
条
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
結
合
の
目
的
は
、
人
間
の
自
然
で
時
効
に
か
か
ら
ぬ
諸
権
利
を
保
全
す
-

る
こ
と
で
あ
る
o

」

確
定
条
項
一
条
人
聞
は
、
自
由
で
ま
た
権
利
に
お
い
て
平
等
な
も
の
と
し
て
生
れ
、

る
。
社
会
的
差
別
は
、
共
同
の
利
益
に
の
み
基
づ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
ら
の
権
利
は
、
自
由
、
所
有
、
安
全
お
よ
び
圧
制
へ
の
抵
抗
で
あ
る
。

三
条
あ
ら
ゆ
る
主
権
の
原
則
は
、
本
質
的
に
国
民
に
存
す
る
。
い
か
な
る
団
体
も
、

個
人
も
、
国
民
か
ら
明
示
的
に
派
生
し
な
い
権
威
を
行
使
で
き
な
い
。

四
条

自
由
と
は
、
他
人
を
害
し
な
い
こ
と
は
す
べ
て
な
し
う
る
こ
と
に
存
す
る
。

生
存
す

M10 乱123つ L
一三た一
、 〔こと
s と同
理 M16に旨
論一注。
的 )意た
宣に。だ

言統し
前合 S 
文さー
とれ六
問、の

旨殆 「

ん権
ど 幸世
間 tこ
文お
と しも

なで
る」
o 由2

3日
オフ

M
九、

C
報
告
、
一
致
条
項
一

0
・
一
一
、

L
二、

5
九、

M
四
の
例
示
が
取
捨
、
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

・

4

L
五
と
殆
ん
ど
全
く
同
じ
。

レ
か
な
る
一

n

u

-

M
二
後
段
、

M
三
が
継
承
し
た
も
の
。

一

S
理
論
的
宣
言
一
九
、

S
二
八
と
同
旨
だ
か
、
ニ
ユ
ア
γ
ス
が

』
違
う
。

、----
車コ S M16 
と理七
み論前
う的段
る宜と
。言完

ー全

項同
文
S 
四

五
と
同
旨

乱1n
四

九
の
要

口

し
た
が
っ
て
、
各
人
の
自
然
権
の
行
使
は
、
社
会
の
他
の
構
成
員
に
対
し
こ
れ
ら
の
同
じ
権
利
}日

L
三
と
同
旨

の

亨

有

を

確

保

す

る

と

こ

ろ

の

限

界

以

外

の

限

界

を

も

た

な

い

。

』
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」
れ
ら
の
限
界
は
法
律
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
。

五
条

法
律
は
、
社
会
に
有
害
な
行
為
で
な
け
れ
ば
禁
止
す
る
権
利
は
な
い
。

}
5
理
論
的
宣
言
一
一
項
と
同
旨
。

)

h
一
O
T
Mず
に
、
関
連
す
る
表
現
が
あ
る
だ
け
。

北法15(1・31)31 

法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
こ
と
は
、
阻
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
何
人
〕

m

m

}

M

一二

(
l
M
七
後
段
)
と
殆
ん
ど
同
文
。

S
一
四
が
同
旨
。

も

法

律

が

命

じ

て

い

な

い

こ

と

を

な

す

よ

う

強

制

さ

れ

る

こ

と

は

な

い

。

}



説

ノ、

条

法
律
は
、

一
般
意
志
の
表
現
で
あ
る
。

論

す
べ
て
の
市
民
は
、
彼
ら
自
身
で
ま
た
は
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
、
そ
の
作
成
に
協
力
す
る
権
-

利

を

も

っ

。

」

3

6

 

2

1

 

5
二
六
冒
頭
が
宣
言
〈
H
H
M
一
一
後
段
l
M
六
後
段
)
。

「
一
般
怠
士
山
」
の
実
質
的
怒
義
が
何
か
が
問
題
。

M23 

前
段

M16 
ノ、

前
段

S 

占
ノ、

の

段，1 
代
表
i~J 
の
み

桧
律
は
、
保
護
す
る
場
合
で
も
、
処
罰
す
る
場
合
で
も
、
す
べ
て
の
も
の
に
と
っ
て
同
一
で
な
)
尚
一
六
、
一
β

句
、
一
八
と
同
旨
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
o

」

M
一
O
(
H
M
五
マ

L
七
に
そ
の
趣
旨
が
み
え
る
。

す
べ
て
の
市
民
は
法
律
の
限
に
と
っ
て
平
等
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
能
力
に
し
た
が
い
、
彼
ら

の
徳
性
と
才
能
以
外
の
差
別
を
の
ぞ
け
ば
、
ひ
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
公
の
高
職
、
地
位
お
よ
び
職

務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
。

七
条
何
人
も
、
法
律
に
よ
り
確
定
さ
れ
た
場
合
で
、
か
つ
法
律
の
規
定
す
る
形
式
に
よ
る
の
で

な
け
れ
ば
、
訴
追
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
、
拘
禁
さ
れ
え
な
い
。

怒
意
的
命
令
を
請
求
し
、
発
令
し
、
執
行
し
ま
た
は
執
行
せ
し
め
た
者
は
、
処
罰
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。

、一ーーーへ-幽ーー~

特

み

あ
た
ら
ぬ

、ー-....-・~

C M23 S 
報一二
告七 o
tこ、と

同 M16殆
旨ーん
あーと
り同何
旨文

、--、...-J

s 

と
全
く
同
旨

し
か
し
な
が
ら
法
律
に
よ
り
喚
召
さ
れ
ま
た
は
逮
捕
さ
れ
た
市
民
は
、

ば
な
ら
な
い
。
抵
抗
す
れ
ば
有
罪
と
な
る
。

Tこ
だ
ち

し
た
カ1

わ

ね

、自民--"'

s 

九
と
殆
ん
と
同
文
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八
条
法
律
は
、
J

厳
格
で
明
白
に
必
要
な
刑
罰
の
み
を
定
め
ね
ば
な
ら
ず
、
何
人
も
、
犯
罪
に
先
一

3

る
こ
と
は
な
い
。

立
っ
て
制
定
公
布
さ
れ
、
か
つ
適
法
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
処
罰
さ
れ
~
後
詰
L
四、

M一一一一一
;
M八
ご
一
)
と
同
旨



九
条
す
べ
て
の
人
は
、
有
罪
だ
と
宣
告
さ
れ
る
ま
で
は
無
罪
だ
と
推
定
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
逮
捕
が
不
可
欠
だ
と
判
定
さ
れ
た
と
き
で
も
、
そ
の
身
柄
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
な
い

上
う
な
一
切
の
強
制
措
置
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
く
抑
圧
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一一特
み

あ
た
戸ずつ

~ 

一
O
条
何
人
も
そ
の
意
見
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
宗
教
上
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
表
明
が
法
}一
C
報
告
が
ふ
れ
て
い
る

律

に

よ

っ

て

定

め

ら

れ

た

公

共

の

秩

序

を

乱

す

も

の

で

な

い

か

ぎ

り

、

不

安

な

ら

し

め

ら

れ

て

)

ね

同

一

M
二一

(
H
M
一
四
〉
が
モ
デ
ル
。

は

な

ら

な

い

。

}

う法たー
。律が条
tこっ

よて思
っす想
てベお
確てよ
定のび
さ市意
才L 民見
7こはの
と、自

こ自由
ろ由な
のに伝
こ語達
のりは
白、

由香人
のき悶
濫、の

用印最
に刷も
あす貴
たる重
るこな
場と権
合が利
にすの
『一

円 Lっ。
で

責たあ
任だる
をし。
負、し

、ー『四国開園画、，ーーー目ーーー'

参な S
照お理
、論

L 的
ー宣
に言
例一
刀ミ ーー

あ項
り、
、s
C 五
報

宮里23
よ三
び
不 M16 

致五
条と
項同
一旨
八

一
二
条
人
間
と
市
民
の
権
利
の
保
障
は
、
公
共
の
武
力
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
武
〕
-

A

W

 

カ
は
、
す
べ
て
の
人
の
利
益
の
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
委
託
さ
れ
た
人
々
}
同
一

O
、

s
一
二
・
二
正
関
連
。

の

個

別

的

利

益

の

た

め

で

は

な

い

。

-

q 

一
三
条
公
共
の
武
力
を
維
持
し
、
行
政
の
経
費
に
あ
て
る
た
め
、
共
同
の
租
税
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
問
に
、
そ
の
能
カ
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
配
分
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
四
条
す
べ
て
の
市
民
は
、
彼
ら
自
身
で
ま
た
は
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
、
公
共
の
租
税
の
必

要
性
を
確
認
し
、
そ
れ
を
自
由
に
承
諾
し
、
そ
の
使
途
を
追
求
し
、
ま
た
そ
の
数
額
、
基
礎
、

徴
収
お
よ
び
存
続
期
間
を
決
定
す
る
権
利
を
も
っ
。

1789年人権宣言研究序説

一
五
条

社
会
は
、
そ
の
行
政
に
属
す
る
す
べ
て
の
公
務
員
に
報
告
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

C
一
致
条
項
八
・
九
円
C
不
一
致
条
項
一
六
)
で
同
意
原
則
示

す。

3

6

 

2

1

 

L
八、

s二
七
、

M
二
O
〔

u
H
M
一
一
ニ
)
同
官
。

た
だ
し
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
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}

C
報
告
、
L
六
、

s一
三
に
公
務
員
の
責
任
の
規
定
が
あ
る



説

一
六
条
権
利
の
保
障
が
確
保
さ
れ
ず
、
権
力
の
分
立
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
あ
ら
ゆ
る
社
会
ご
報
告
、
山
報
告
、

L
六
、
S
理
論
的
宣
言
一
五
項
、
九
九
・

は
、
憲
法
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

」
一
四
、
叫
四
・
九
、
の
趣
旨
が
極
小
方
式
に
圧
縮
さ
る
。

論

一
七
条
所
有
は
、
神
聖
で
不
可
侵
の
権
利
で
あ
る
か
ら
、
何
人
も
、
適
法
に
確
認
さ
れ
た
公
共
一

C
報
告
、

c
一
致
条
項
一

O
、
L
二
、
S
理
論
的
立
言
一

O
、

一

5
六
・
八
・
九
(
た
だ
し
社
会
権
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
合
む
二
五
)
、

の
必
要
性
が
明
白
に
要
求
す
る
場
合
で
、
事
前
に
正
当
な
補
償
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
奪
わ

}

n

M

一

M
九、

M
四
に
同
旨
含
ま
る
。
た
だ
し
、
補
償
に
つ
い
て
は
タ

れ

る

こ

と

は

な

い

。

一

』
ル
シ
エ
案
参
照
。

未

ウ
万
一
)
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SUMMARY OF ARTICLES 

Iutroduction a 1モtudesur la Dec1aration des 

droits de l'homme et du citoyen de 1789 (2) 

Tadakazu FUKASE， 
Professeur a la F acu¥t己，
Droit constitutionnel 

A la suite du numero precedent， on continue d' examiner 
les travaux preparatoires de la Declaration des droits a l' Assem-
blee Nationale Constituante. 

Ce present numero traite une partie importante de ces tra-
vaux: de la presentation du projet de Sieyes au Comite de Coustitu-
tionles 20-21 juillet jusqu吉cellede Mounier a l'Assemblee le 27 
JU日let1789. Les rapports du Comite par Champion de Cice et 
par Clermont-Tonnerre， etant anterieurement presentes au projet 
de Mounier dans la meme seance de l'Assemblee， y sont aussi 
l'objet de l'analyse. 

Pourquoi importante cette phase de travaux ? C'est parce 
qu'on pourrait constater au cours de et avant cette phase pres-

que toutes les idees qui vont etre incorporees dans les articles 
definitifs de la Declaration. Le tableau suivant monterrait combien 
les id台semises par les projets de Lafayette， Siey色set Mounier 
ainsi que les revendications de Cahiers resumees par Clermont-

Tonnerre se trouvent dans le texte adopte le 26 aout. 

Tableau des fi1iations d'id岳esentre le texte d己finitif et les 
projets et rapports pr岳sentesjusqu'au 27 juillet 

Abr己viation
MlO Rapport de Mounier en 10 articles， le 9 juillet 
M23 Projet de Mounier en 23 articles， le 27 juillet 
M16 Projet de Mounier en 16 articles， le 27 juillet 
L Projet d巴 Lafayette，le 11 juillet 
S Projet d巴 SieyE's，les 20-21 juillet 
C Rapport de Clermont-Tonnerre， le 27 juillet 
(numero) numero d'article 

Articles definitifs SOllrces possi bles 

Art. 1 Meme principe L (1)， ajollte "en droits" de S (16) . 

Summary 1 北法15(1・217)216 



Art. II 

The Hokkaido Law Review Vol. XV No.1 

Unifie en M23 (3) : M16 (1) qui ont presque meme 

lettre. 

1e phrase Meme principe MlO (1) ， lntroduction de l'exposition 

raisonnee de S. 
2e phrase Extrait de， rapport C， principes avoues C (10，11)， 

L(2)， S(9)， M23(9) ， M16(4). 

Art. III Presque mem巴 lettreL (5)， M23 (2)， M16 (3). U n 

peu de difference de nuance S (28). 

Art.IV 

1e phrase 

2e phrase 

3e phrase 

Art. V 

1e phrase 

2e phrase 

Art. VI 

1e phrase 

2e phrase 

3e phrase 

4e phrase 

Art. VlI 

1e phrase 

2e phrase 

3e phrase 

Art. VIII 

le phrase 

2e phrase 

Art. IX 

Art. X 

Art. XI 

北法15(1・216)215 

Completement meme lettre M16 (premiere partie 

de 7) qui resume les idees d巴 M23(4-9). Meme 

idee S (4，5). 

Meme principe L(3). 

Meme idee Alinea 11 de l'exp. rais. de S. 

Expression relevee M23 (10): M16 (5) . 

Presque m色melettre M23 (12): M16 (7). Meme i-

dee S (14). 

Meme principe S (ρ26句):M23(ρ11幻):M1時6(附6町).Question 
d出eme飢印ur問equant 主la s司19n凶if五lC回atれionexacte d由e

lonte generale". 

Meme principe M23 (11)， M16 (6). Cf. S (26) . 
Meme principe S (16，17，18). Meme idee L (7) ， 

M23 (10) : M16 (5) . 
P 

Presque meme lettre S (20). Meme idee M23 (17) ， 

M16 (11)， rapport C. 

Completement meme principe S (21) . 

Presque meme lettre S (19) . 

? 

Meme principe L (4)， M23 (13， 19): M16 (8， 12) . 
? 

Mentionne en rapport C. Possiblement le mode-

lc en est M23 (21): M16 (14) . 

Meme principe A1. 11 de l'exp. rais. de S， S (5)， 
M23 (23)， M16 (15). Cf. L (2)， rapport C et princi-

Summary 2 
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pes pas unanimes C (18) . 
Art xn Meme theme releve M10 (10)， S (12， 13)， M16 (16) . 
Art. xnr Meme idee principes avoues C (8，9) . cf. princ. pas 
et XIV unanimes C (16)， L (8)， S (27)， M23 (20): M16 (13). 

恥laisle texte definitif devient plus concret et de-
taille. 

Art. XV Rapport C， L (6)， S (31) mentionnent la responsa-
bilite des agents publics. 

Art. xvr Resume des memes idees， rapport C， rapport MlO， 
L (6)， Al. 15 de l'exp. rais. de S， M23 (9，14)， M16 
(4，9) . 

Art. XVII Meme idee， rapport C， principes avoues C (10) ， 
L(2)， A1.10 de l'exp. rais. de S， S(6，8，9. f. 25)， 
M23 (9)， M16 (4). Le texte definitif devient plus ri-
goureux et complet. 

Ce tableau qui est le resultat principal acquis de l'etude des 

num合osprecedent et present n'est point encore concluant pour 

determiner les origines et caract合istiquesd'idees juridiques de la 

Declaration francaise， mais il est non moins certain qu'on doit en-

visager soigneusement cette correlation temoignee: Sieyes avec ses 

idees originales et nourries de seves proprement francaises， Mounier 

avec soロadmirationpour les institutions anglaises et les voix du 

peuple francais contenues dans les Cahiers， n'ont-t-ils pas influen-

ceιoutre l'exemple americain， le texte definitif? 

Voil丸 laquestion que l'auteur eleve contre G. Jellinek， 
qui a neglige tout ce procede avec son “ton d'autoritι" et qui 
n'a compare le texte francais que tout parallelement avec les 

articles de “Bills of Rights" americains d'ailleurs choisis a son 
gre. 

On signale en outre le rapport du Constitution par Champion 

de Cice dans lequel le Comite proposa a l' Assemblee“la Con-
stitution doit etre precedee d'une Declaration des droits de 

l'homme et du citoyen". N'est ce pas， c首taitl'attitude de reven-

diquer une“nouvlle Constitution" comme fit remarquer Clermont-

Tonnerre， et“un acte polUique et de guerre'l' pour donner“un 
coup supreme contre le pouvoir absolu" comme dit Aulard ? 

On verra cet acte provoquer les resistances de conservateurs 

Summary 3 北法15(1・215)214 
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ら1ascene po1itique de l' Assemb1ee u1terieure. 

(la suite a un des prochains numeros) 

北法15(1・214)213 Summary 4 


